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ごあいさつ

「ぶんかつアウトリーチプログラム」は、文化財の高精細な複製品を使用した〈ぶんかつ〉
とトーハクの教育普及室が共同で開発を行っている教育プログラムです。全国各地の博物
館・美術館や小学校・中学校・高等学校などの現場で活用いただくために、1プログラムの
実施時間を45分から90分に設定しており、通常の教室やワークショップスペースなどで
実施できる構成としています。一部のプログラムについては基本原稿並びに参考動画を
WEBサイトに掲載しました。本プログラムの実施や公開している情報を通じて、多くの教育
現場の担当者が、鑑賞の授業や文化財に親しむための活動を楽しみながら実施できること
を最終的な目標として、本プログラムに係るほぼ全ての情報を公開しています。
多くの人々に文化財に親しむ機会を提供するため、原則としてプログラムに必要な複製

品を含むキット一式は無料で貸し出しを行い、ご希望に応じて、〈ぶんかつ〉またはトーハク
から講師の派遣も行います（プログラムの基本的な流れを理解いただいたうえで、利用者の
目的に応じたアレンジも可能です）。
本プログラムは、主に児童・生徒を対象とし、博物館・美術館のワークショップや、学校

の図画工作・美術・国語・古典などの授業での活用を想定していますが、総合的な学習の
時間、総合的な探究の時間、図画工作・美術科の教員研修などでの活用も可能です。また、
院内学級や病院の芸術鑑賞会などのイベント・特別支援学校・特別支援級や不登校教室
からの申し込みも受け付けています。

今、私たちが博物館や地域で目にする文化財は、長い歴史の中で人々が四季に合わせて生活をいとなむ中で生ま
れ、今日まで人の手から手へ受け渡されてきました。文化財活用センターは、文化財を1000年先、2000年先の未来に
受け継いでゆくために、保存と活用の両立に留意しながら、多くの人に文化財を通して豊かな体験と学びを得る機会
を提供することを目指して、さまざまな活動を行っています。
「ぶんかつアウトリーチプログラム」は、文化財活用センターの発足と同時に開発をはじめ、2019年4月から開始し
た文化財の高精細複製品を使用する教育プログラムです。高精細複製品の鑑賞などを通じて、見たものに対して何を
感じ、なぜそう思ったかを自らに問いかけ、その理由を考える力を養い、また、他者の意見も受容してゆく能力を養うこと
を第一段階の目的としています。そのうえで、鑑賞が楽しい行為であると実感してもらうことにより、プログラムで見た
高精細複製品の本物だけではなく、自分たちの地域や身の回りにある、人の手から手へ受け継がれてきた文化財に興味
を持ち、守り受け継いでいこうと思う心の育成を第二段階の目的としています。
文化財に親しみ、守り伝える力を育むきっかけの一つとして開発した事業のひとつですが、コロナウイルス感染症の

影響も受けながら4年目の事業を無事に終了しました。2022年度は26機関の受付を行ない、最終的に25機関で実施
しました。
本報告書には、受付方法などの詳細やプログラムの概要、経緯を含むコラムとともに、2022年度に講師派遣を行った

機関の参加者の感想を含む実施内容を掲載しています。文化財に親しむための活動を行うみなさま、鑑賞の授業を担当
する先生方の一助となれば幸いです。	 文化財活用センター・東京国立博物館

料　金 原則として講師派遣費用、輸送費、保険を含め無料（ただし、キット一式に含まれない筆記用具、必要な画材については
利用機関でご用意いただきます）。

申し込み方法 事前申込制、年間10件程度（先着順）。毎年、2月中旬頃に翌年度の受付を開始しています。受付開始以降、実施希望日の
2か月前までにお申し込みください。
（すでに複製品の使用予定がある場合など、希望に添えず日程の調整をお願いすることやお断りする場合もあります。上限に
達し次第、受付を終了します。）

実施方法 【A】複製品を含むキット貸出と講師派遣（事前打ち合わせ必須）
講師は文化財活用センターもしくは、東京国立博物館の職員が担当します。
※ただし、2024年度実施分より、過去2回以上講師を派遣した機関は【B】でお申し込み頂きます。

【B】複製品を含むキットの貸出（メールもしくは電話による打ち合わせ必須）
利用機関の担当者にプログラムを行っていただきます（講師派遣はありません）。予約完了後、実施ガイドと基本原稿の
URLをご案内、複製品の取り扱いマニュアルをメール添付もしくは郵送で送付します。複製品とキットは貸出開始日
にお届けしています。

そのほか、よくある質問や問い合わせはぶんかつWEBサイトで公開しています。

ぶんかつアウトリーチプログラム概要



ぶんかつアウトリーチプログラムの申し込み方法・打ち合わせについて
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ぶんかつアウトリーチプログラム
WEBサイト

WEBサイトの「ぶんかつアウトリーチプログラム申し込み
フォーム」に必要事項を入力の上、送信する。期限は実施希望
日の2か月前まで、フォームの受領順で受け付けています（申し
込み多数の場合は、上限に達し次第、WEBサイトでご案内し
ます）。

WEBフォームでのお申し込みができない場合は、WEBサイト
「ぶんかつアウトリーチプログラムQ&A」のページにある
FAX用紙でお申し込みください。

申し込みの流れ

１．申し込みフォームを送る

【Ａ】講師派遣の場合　文化財活用センター・東京国立博物館の職員が現地に出張し、プログラムを実施します。
【Ｂ】複製品を含むキットの貸出　学校の先生や実施館の学芸員など、利用機関の担当者にてプログラムを行な
っていただきます。

６．プログラムの実施

実施の可否について、文化財活用センターから10日以内にまずは電話でご連絡します。このタイミングで日程
調整を依頼する場合があります。

２．実施可否の案内

トップページ「複製の活用」
　↓
「ぶんかつアウトリーチプログラム」へアクセス

ぶんかつWEBサイト

【予約完了】　実施可能な場合は、「ぶんかつアウトリーチプログラム予約証」をメールまたはFAXにてお送りし
ます。予約証を受け取った時点で予約が完了します。内容を確認いただき、齟齬がありましたら、すぐの連絡を
依頼しています。

３．予約証を送付する

※予約完了後の日程変更はできません。
※２．実施可否のご案内後、3日以内に予約証が届かない場合も連絡をお願いしています。
※この予約証にて講師派遣依頼状も兼ねますので、利用機関からの講師派遣依頼状などは不要です。

発送時に使用した資材で梱包し、利用期間内に送料着払い（または当方手配の専用車両）で返送いただきます。７．使用キットの返却
※今後の事業並びにプログラム開発に活かすために、利用者アンケートも依頼しています。

複製品およびキット一式を送料元払い（または専用車両）にてお届けします。到着後は、必ず内容物一式の状態の
確認を依頼しています。

５．使用キットのお届け

※【Ｂ】複製品を含むキットの貸出 をお申し込みの方は、複製品と一緒に送付する「複製品およびキット借用書」を、同封する
返信用封筒で返送をお願いしています。

【Ａ】講師派遣の場合は必須　実施予定日の2週間以上前までに、学習内容、当日の流れについて打ち合わせを
行います（講師が実施機関に伺います。訪問日程が調整できない場合や遠方の場合は、電話・メールなどでの
打ち合わせとなります）。詳細な利用の目的などをお知らせいただきます。
【Ｂ】複製品を含むキットの貸出　訪問・電話・メールなどで打ち合わせを行ないます。ご希望があれば、実施機関
に伺っての打ち合わせも可能です。ご希望の方法を、お申し込み時にお知らせいただきます。

４．事前打ち合わせ
（3ページ参照）

※メールなどが利用できない機関の場合は、FAXでのやりとりも可能です。

受付方法の検討と課題
本プログラム開始当初は、文化財活用センターが発足した直後でWEBサイトなども整備がされていなかったため、2019年度前半の半年間

に限りFAXのみで受付を行っていました。WEBサイト構築後はフォームにて申し込みをお願いしていますが、機関によってはメールアドレスが
ない場合やアクセス制限がある場合もあり、現在もFAXによる受付を並行しています。受付は先着順で対応していますが、希望期間の調整が
生じる場合があり、調整のやり取りを省く目的で申込段階で詳細な情報入力を設定しています。主な項目は以下の通りです。

上記を申込時にお送りいただくことにより、希望期間が重なった場合の実施可能な候補日やプログラム変更の提案を調整しやすくしました。
本プログラムは対象を広くしていることもあり、希望期間が重なるケースが多いため、2022年度に実施した機関の半数は日程変更または

プログラム変更をお願いしました。受付は2022年度分までは2名体制で、2023年度分より3名体制で対応を行っています。2022年度分は申込
開始と同時にフォームが届きはじめ、受付上限に達したのは2022年4月4日でした。2023年度分は受付開始と同時に応募が殺到し、受付翌日の
2月14日10：30には上限に達したため、現在（2023年7月）は高精細複製屛風を使用したプログラムの受付を終了しています。
受付の事務処理方法や申込の項目については、開始当初から過不足なく実施できているため変更は予定していませんが、【B】複製品を含む

キットの貸出の申込割合が多くなれば、もう少し受付件数を増やすことができるため、2024年度より過去に講師派遣を2回以上行った機関に
ついては【B】でお申し込み頂くように制限を設ける予定です。この背景には、プログラムをご覧になったり参加された先生方に積極的に実施して
いただくことにより、より多くの機関で利用ができるようになってほしい、という期待があります。また、学校の先生方が継続して鑑賞の授業を
行なうためのツールとしても、本プログラムを機能させたいという目的があります。

機関名／住所／担当者氏名／電話番号／FAX番号／メールアドレス／希望プログラム／実施方法（【A】か【B】か）／講師派遣希望日また
は【B】の場合の借用希望期間／実施対象と人数／実施回数／事前打合せの希望形式／打ち合わせ講師往訪希望の場合の日時候補日／
利用する教科／申し込みの目的・ねらい（詳細に）／実施場所と場所の諸条件（広さ・遮光条件・階数・コンセントの有無・エレベーターの有
無）／高精細複製品とキットの保管場所の諸条件（階数）／ほか
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事前打ち合わせの流れ

実施機関で打ち合わせの場合

予約時に事前打ち合わせの日時を決定します。事前打ち合わせについては日時の変更が
可能ですので、都合が悪くなったなどの場合は利用機関のご都合に合わせて調整してい
ます。

１．日時の決定・確認

打ち合わせ1週間ほど前もしくは前日に、打ち合わせ日時確認の連絡をします（それまで
の間に、不明な点や不安な内容があった場合も、随時連絡を受け付けています）。

２．事前打ち合わせ実施まで

３．の打ち合わせの内容をまとめたものを、打ち合わせ翌日以降に利用者に送付します。
お互いの理解内容に齟齬がないかを確認します。また、打ち合わせ時の内容から変更する
ことも可能ですが、希望される場合は早めの連絡をお願いしています。

４．打ち合わせ内容の送付
（３．の翌日以降）

電話・メールまたはFAXによる打ち合わせの場合

予約完了後の早い段階で、担当者より①実施ガイド（【A】講師派遣ありの場合、【B】講師派遣なしの場合
いずれも）、②屛風の取り扱いマニュアル（【B】の場合のみ）、③基本原稿、④キットリスト、⑤アンケート、
⑥その他サンプルなどを送付します。メールでのやりとりが可能な場合はデータを送付し、難しい場合
は郵送で送付しています。

１．予約完了後

実施当日にプログラムを担当する講師が、実施する場所もしくは利用機関へ伺います。
①実施場所、②保管場所、③搬出入場所（車両駐車スペース）について現場の確認を行い
ます（写真撮影含む）。また、①基本原稿、②キットリスト、③アンケートを一緒に確認いただ
き、実施する内容と当日の進行について確認を行います。ご利用の目的に応じたアレンジ
をご希望の場合は、打ち合わせ時に調整を行います。資料は一式を当センターで用意して
人数分お持ちしますので、利用者の準備は不要としています。

３．事前打ち合わせ
（1時間程度）

複製品・キットの輸送と取り扱いについて
複製品（屛風）とキットの輸送は、プログラム実施日前に到着するように手配を行い、プログラム当日または翌日以降の集荷・返却としていま

す。講師派遣を行なう場合でも、受け取りと返却は実施機関で対応いただいています。利用機関への到着・集荷時は昇降口などで引き渡し
となり、保管場所への移動は職員または先生方に運んでいただきますので、屛風台車並びに運搬用の台車もお送りしています（ただし、複製品
（土偶などのハンズオンレプリカ）のお貸し出しの場合は宅急便を使用するため台車なし）。使用する複製屛風はパネルが6枚つながった屛風
ひとつで15～20kg程度、コンテナは5kg程度ですので、到着・集荷時は2名以上での対応を利用機関にお願いしています。
【B】複製品を含むキットの貸出の場合、①実施ガイド、②複製品およびキット借用書、③②の返信用封筒、④複製品の取り扱いマニュアル、
⑤作品点検用チェックリストと写真、⑥スクリプト案を同封し、開梱から取り扱い、梱包、輸送業者への引き渡しまで、すべて利用機関で対応い
ただきます。すべての輸送箱に上下を記し、必要に応じて収納時の写真も貼り付けていますが、送りだした際と同様の梱包状態で返却がある
ことは少なく、複製品の修理が生じたケースもありました。【B】複製品を含むキットの貸出の件数を増やすことも目標ですので、取り扱いについて
どのように利用者に伝えるべきか、検討を行っています。

【Ａ】講師派遣の場合	 実施場所・搬入場所の写真を文化財活用センターの担当者宛にお送り
いただきます。また、当日の流れ・プログラムの内容について、メール
などで打ち合わせを行ないます（Teamsであればオンラインによる
打ち合わせも可能としています）。

２．実施1か月前まで

【Ｂ】複製品を含むキットの貸出	 搬入場所の写真を文化財活用センターの担当者宛にお送りいただ
きます。また、基本原稿以外のプログラム案などで実施する場合のご
相談は、実施日の1か月前までにお願いしています。ご不明な点等は
随時ご相談を受け付けています。
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プログラムについて

プログラムのねらい

〈トーハク〉が所蔵する国宝《松林図屛風》の複製品を使用した、制作で表現するプログラムです。博物館ではガラスケース越しでないと鑑賞
できない屛風ですが、自分と同じ高さの床に置いた屛風に近づいて見ることができます。色やかたち、配置に注目してじっくり見たあと
は、屛風型のワークシートに松を描いたり、配置を工夫しながら松の木のスタンプを押したりと、自分だけの松林図屛風を自由につくります。
ものづくりを通して文化財を身近に感じることを目的としています。

参加対象 小学校低学年以上
参加人数 最大人数40名（学校の場合は1クラスずつの実施を推奨）
実施時間 45～50分　※60分や90分など時間を延長して実施することも可能。45分未満の短縮は不可。
学校で実施する場合の使用可能科目 図画工作、美術、総合的な学習の時間など
実施場所の条件など 実施場所は屋内に限る。屛風が設置できるスペース（横7メートル×奥行3メートル程度）があり、その周辺に参加者が

使用できる作業スペースが人数分ある場所を推奨。

キット一覧 内　　容 梱包の形態 梱包の数量
基本セット 屛風　6曲1双 	185	×	95	×	20㎝	程度のプラスチック段ボール箱 2個

ござ　6畳×2枚 	 80	×	60	×	10㎝	程度の袋 1包
屛風用照明 	 65	×	44	×	48㎝	程度のプラスチック段ボール箱 1個
ミニチュア屛風（持ち帰り用）・アンケート 	 37	×	53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個
ワークシート 	 37	×	53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個
スタンプセット 	 37	×	53	×	35㎝	程度の折りたたみコンテナ 3個

追加機材等
（投影機器等）

スクリーン 	170	×	20	×	20㎝	程度の段ボール箱 1個
PC・プロジェクターなど 	 37	×	53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個

※安全のため、屛風箱は必ず2人以上での持ち運びを推奨
※実施機関の機材等を使用できる場合、追加機材の送付なし。または、パネルで対応

参加者へのアンケート内容　※利用者の希望に応じて内容を追加することも可能

•気づいたことや面白いと思ったことは何ですか
•もっと知りたいと思ったことはありますか

自分だけの松林図屛風をつくってみよう！
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林図屛風》の高精細複製品（東京国立博物館所蔵）　使用する複製品

プログラム

1

余白を生かした原本の魅力を感じながら自分なりの画面構成を行うことがテーマで、学校向けの構成としては前半で松林図屛風の
複製品を鑑賞し、季節や時間、その周りに広がる風景、音や香りなどを想像してもらい、後半で感じたことを画面（屛風型ワークシート）に
表現して作品にできるように進めます。後半の制作で使用する屛風型ワークシートは、松林図屛風に描かれている一部の松（右隻いちばん
右）と山（左隻いちばん右）のみを残して背景だけを印刷しています。スタンプは作品の画像をもとにして制作した5種類の松のスタンプ
を利用し、それらを自由に押してオリジナルの松林図屛風をつくります。スタンプにつけるインクを工夫する（スタンプの盤面につけた
インクを少し吸い取って薄くする、盤面の一部のみを使用して松の木ではない別のものを表現する、など）ことで様々な表現が可能です。
基本セットのみで実施する場合は、スタンプと黒いインクのみを使用して表現するため、創作活動や言葉で表現することが苦手な子ども

でも取り組むことができます。必要に応じて、筆ペン・鉛筆（またはカラーで制作したい場合は色鉛筆など）をご用意ください。参加者が
制作する松林図屛風と持ち帰りキットの松林図屛風は同じサイズにしていますので、4枚を並べて楽しむ、自分が作った右側と松林図屛風
の左側を飾るなど、色々な置き方を楽しめるようにしています。
本プログラムは制作キットの準備などに人数がいることが望ましいため、講師派遣ありの場合は、講師のほかに必ず1～3名でサポート

ができる体制で運用しています。キットの準備に約1時間、実施前の会場での準備に約20分、現場での撤収片付けに約20分、戻ってきた
キットのメンテナンス・片づけに約1時間を要します（利用者側の運用にかかる詳細はWEBサイトで公開している実施ガイドをご確認
ください）。

プログラム実施上の参考情報と注意点

文化財活用センター
YouTubeチャンネルで参考動画を

公開しています。

番外編
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1．ごあいさつから導入
時間配分 内容 詳細

5分

ごあいさつとテーマ 講師の自己紹介、ごあいさつ
「今日は『自分だけのびょうぶをつくろう！』というテーマで行います。」

することの説明 プログラムの流れを説明します（話を聞く→じっくり見る→作る→まとめ）

屛風を知る

屛風全体が見えるように座ったところからスタート
参加者に問いかけながら解説を行います。複製品であることもここできちんと伝えます。
「みなさんの目の前にある絵は日本で有名な作品のひとつです」
「みなさんに近くでよく見てもらえるように、本物そっくりに作られた複製品・レプリカを持ってきました」
「この絵の形は屛風といいます。みなさん屛風って知っていますか？見たことはありますか？」
「屛風は、昔の人がおうちでつかっていたもので、折り曲げて床に置き、ついたてや、パーテーションのように、
移動のできる壁として、部屋を仕切ったり、風よけや目かくしなどに使われました」

2．鑑賞
時間配分 内容 詳細

12分

描かれているものを見る

全体を見る
まずは遠くから全体を見てもらい、目に入ってきたものを聞いていきます。
「それでは、描かれているものを見ていきましょう」
「何が描かれていると思いますか？」	 回答：木、山、など
屛風に近づく
屛風に近づいて、描かれているものを細かく見ます。
「何の木に見えましたか？」	 回答：杉、松、モミの木、など
「実はこれは松の木です。みんな松の木は見たことあるかな？」
「そのほかには何か見えましたか？」	 回答：空気、大気、霧など

配置に注目する

実際の松林の写真を見せる
写生ではないことを感じてもらうための質問です。
「写真のような風景は見たことありますか？」　
「写真の松林と比べて、同じところや違うところはありますか？」
回答：色がない、松の本数が少ない、何も描かれてないところがある、など

色に注目する
墨一色で描かれていることを伝えるための質問です。
「何色が使われていますか？」　回答：黒、灰色、白、茶色など
「墨の表現（太い線や細い線、筆の向きなど）はどうですか？」

描かれている風景に
入り込む

参加者が想像をはたらかせ屛風に描かれている風景に入り込めるような質問をします。
「季節はいつ頃だと思いますか？」	 回答：春、夏、秋、冬など
「何時ごろの風景だと思いますか？」	 回答：朝、夜明け、夕方、夜など
「どんな音が聞こえてきそうですか？」	回答：自分の足音、風の音など
なぜそう思ったのか続けて質問し、参加者全員へ共有します。

2分 松林図屛風について知る 作業机の席に戻る
松林図屛風について簡単に解説します。

プログラムの内容（基本的な流れ）

4．まとめ
時間配分 内容 詳細

5分 まとめ
終わりのごあいさつ 頑張ったところや工夫したところを聞き、プログラムのまとめをして終了です。

※利用者の目的に応じたアレンジが可能。

文化財活用センターWEBサイトで以下の情報を公開しています
（ダウンロード可能です）。

1.実施ガイド
プログラム①

講師派遣なし 先生・講師用

2.複製品・キットリスト
プログラム①

3.スクリプト・原稿案：45分
プログラム①

先生・講師用

4.スクリプト・原稿案：90分
プログラム①

先生・講師用

3．制作
スタンプを使用した制作が基本。墨で描きたい、モノクロームではなく色をつけたいなど利用者の目的に応じたアレンジも可能。その場合
に必要な画材は利用者で用意。
時間配分 内容 詳細

15分 作り方の説明

自分だけの松林図屛風をつくります。使用する
画材の説明を行います。
「ここからは皆さんに屛風の作者になって
もらいます」
制作中は参加者が作った作品を見てまわり、
声掛けも行います。
※	時間内に制作が終わらない場合は、スタンプを数
セット延長して貸し出すこともできます。（伝票を
お持ちしますので、使用後は着払いにてご返送くだ
さい。）

2分 ワークシートを折って
屛風をたてる 博物館から持ってきた屛風と同じ置き方になるように、折り方を解説します。

5種類の松のスタンプ
（10セットあります）

ワークシート左 ワークシート右

○使用するスタンプ、ワークシート

配布する持ち帰りキット

参加者ひとりにつき1セット配布。
講師派遣あり・なし、いずれの場合もお渡しします。

ミニチュア屛風左 ミニチュア屛風右 高精細複製品の
パンフレット
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プログラムについて

プログラムのねらい

〈トーハク〉が所蔵する国宝《松林図屛風》の複製を使用した対話形式のプログラムです。講師が屛風を取り扱い、ひろげて見せるところ
から始めます。照明による見え方の違いを感じた後、自分と同じ高さの床に置いた屛風に近づき、作品や描かれているものなどについて
見て、感じて、楽しみます。じっくりと見て感じたことをお互いに言葉にすることを通じて、文化財に親しみ、多様な見方を受け入れることを
目的としています。

参加対象 小学校3年生以上
参加人数 最大人数40名（学校の場合は1クラスずつの実施を推奨）
実施時間 45～50分
学校で実施する場合の使用可能科目 図画工作、美術、総合的な学習の時間など
実施場所の条件など 実施場所は屋内に限る。屛風が設置できるスペース（横7メートル×奥行3メートル程度）があり、その周辺に参加者

が使用できる作業スペースが人数分ある場所を推奨。部屋を暗くできる場合は、照明による演出も可能。

キット一覧 内　　容 梱包の形態 梱包の数量
基本セット 屛風　6曲1双 	185	×	95	×	20㎝	程度のプラスチック段ボール箱 2個

ござ　6畳×2枚 	 80	×	60	×	10㎝	程度の袋 1包
屛風用照明 	 65	×	44	×	48㎝	程度のプラスチック段ボール箱 1個
ミニチュア屛風（持ち帰り用）・アンケート 	 37	×	53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個

追加機材等
（投影機器等）

スクリーン 	170	×	20	×	20㎝	程度の段ボール箱 1個
PC・プロジェクターなど 	 37	×	53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個

※安全のため、屛風箱は必ず2人以上での持ち運びを推奨
※実施機関の機材等を使用できる場合、追加機材の送付なし。または、パネルで対応

参加者へのアンケート内容　※利用者の希望に応じて内容を追加することも可能

•気づいたことや面白いと思ったことは何ですか
•もっと知りたいと思ったことはありますか

見て、感じて、楽しむ松林図屛風
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しょうりんずびょうぶ

林図屛風》の高精細複製品（東京国立博物館所蔵）　使用する複製品

プログラム

2

言葉を書き留めるためのワークシートなどを一切使用せず、その場で参加者がじっくりと見て感じたことをお互いに言葉に出して共有
していく方法論を用います。新型コロナウイルス感染症の状況下ではワークシートを導入せざるを得ない事もありましたが、学校における
対策が変更となった現在は、ワークシートは使用せずに高精細複製品と向き合って鑑賞を行なっています。プログラム①の前半部分を
そのまま抜き出した形で、利用機関の目的に応じてまとめをアレンジしながら実施してください。言葉を共有して認め合っていく過程で
重要なことは、参加者の感じたことを否定しないことです。美術史の学問分野では作品に対する研究が行われ、様々な情報があります
が、まずは参加者が感じたことについて「どこを見てそう思ったのか」「なぜそう感じたのか」など考える力を養う問いをかける点に重き
を置いていただくことをお進めしています。
本プログラムは講師1名でも実施可能な構成にしていますが、屛風の重量があるため、屛風を取り扱う際には1名サポートがいる体制

での運用が望ましいと考えています。キットの準備に30分、実施前の会場での準備に約10分、現場での撤収片付けに約20分、戻ってきた
キットのメンテナンス・片づけに30分程度を要します（利用者側の運用にかかる詳細はWEBサイトで公開している実施ガイドをご確認
ください）。

プログラム実施上の参考情報と注意点

文化財活用センター
YouTubeチャンネルで参考動画を

公開しています。

番外編
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1．ごあいさつから導入
時間配分 内容 詳細

5分
ごあいさつとテーマ 講師の自己紹介、ごあいさつ

「今日は『見て、知って、楽しむ日本の美術』というテーマで行います。」
することの説明 プログラムの流れを説明します（話を聞く→じっくり見る→まとめ）

3．鑑賞
時間配分 内容 詳細

17分

描かれているものを見る

全体を見る
まずは遠くから全体を見てもらい、描かれているものや目に入ってきたものを聞いていきます。
「それでは、描かれているものを見ていきましょう」
「何が描かれていると思いますか？」　回答：木、山、など
屛風に近づく
屛風に近づいて、描かれているものを細かく見ます。
「何の木に見えましたか？」　回答：杉、松、モミの木、など
「実はこれは松の木です。みんな松の木は見たことあるかな？」
「そのほかには何か見えましたか？」　回答：空気、大気、霧など

配置に注目する

実際の松林の写真を見せる
写生ではないことを感じてもらうための質問です。
「写真のような風景は見たことありますか？」
「写真と比べて、松林の同じところや違うところはありますか？」
回答：色がない、松の本数が少ない、何も描かれてないところがある、など

色に注目する
墨一色で描かれていることを伝えるための質問です。
「何色が使われていますか？」回答：黒、灰色、白、茶色など
「墨の表現（太い線や細い線、筆の向きなど）はどうですか？」

描かれている風景に
入り込む

屛風に描かれている風景に、参加者自らが入り込める質問をします。
「季節はいつ頃だと思いますか？」	 回答：春、夏、秋、冬など
「何時ごろの風景だと思いますか？」	 回答：朝、夜明け、夕方、夜など
「どんな音が聞こえてきそうですか？」	回答：自分の足音、風の音など
なぜそう思ったのか続けて質問し、参加者全員へ共有します。

2分 松林図屛風について知る 席に戻る
松林図屛風について簡単に解説します。

プログラムの内容（基本的な流れ）

4．まとめ
時間配分 内容 詳細

5分 まとめ
終わりのごあいさつ 利用者の申し込みの目的に応じたプログラムのまとめをして終了です。

※利用者の希望に応じたアレンジが可能

配布する持ち帰りキット

参加者ひとりにつき1セット配布。
講師派遣あり・なし、いずれの場合もお渡しします。

ミニチュア屛風左 ミニチュア屛風右 高精細複製品の
パンフレット

文化財活用センターWEBサイトで以下の情報を公開しています
（ダウンロード可能です）。

1.実施ガイド
プログラム②

講師派遣なし 先生・講師用

2.複製品・キットリスト
プログラム②

3.スクリプト・原稿案
プログラム②

先生・講師用

2．解説
時間配分 内容 詳細

8分

屛風をひろげる

屛風全体が見えるように座ったところからスタート
講師が参加者の目の前で屛風をひろげていきます。
ご希望に応じて屛風照明2種類と自然光（もしくは蛍光灯）の合計3種類の光でお見せします。

屛風を知る

参加者に問いかけながら解説を行います。複製品であることもここできちんと伝えます。
「みなさんの目の前にある絵は日本で有名な作品のひとつです」
「みなさんに近くでよく見てもらえるように、本物そっくりに作られた複製品・レプリカを持ってきました」
「この絵の形は屛風といいます。みなさん屛風って知っていますか？見たことはありますか？」
「屛風は、昔の人がおうちでつかっていたもので、折り曲げて床に置き、ついたてや、パーテーションのように、
移動のできる壁として、部屋を仕切ったり、風よけや目かくしなどに使われました」

5分 作品の第一印象を
共有する

作品から受けた印象を声に出してもらい皆で共有していきます。
「第一印象は？見てどんな感じがしましたか？」
「何が書いてあるように見えますか？」
「この絵の中で、何が起こっていそうですか？」
「どんな音が聞こえてきそうですか？」
「どんな匂いがしそうですか？」
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プログラムについて

プログラム

3

プログラムのねらい

〈トーハク〉所蔵の重要文化財《風神雷神図／夏秋草図屛風》の複製を使用した対話形式のプログラムです。風神雷神図／夏秋草図屛風の
原本は保存のため裏と表を分けて保存していますが、高精細複製品は表裏を一体にして作品の元の姿を再現しています。プログラムは照明
による見え方の違いを感じた後、自分と同じ高さの床に置いた屛風に近づき、作品や描かれているものなどについて見て、感じて、楽しみ
ます。じっくりと見て感じたことをお互いに言葉にすることを通じて、文化財に親しみ、多様な見方を受け入れることを目的としています。

参加対象 小学校3年生以上
参加人数 最大人数40名（学校の場合は1クラスずつの実施を推奨）
実施時間 45～50分
学校で実施する場合の使用可能科目 図画工作、美術、総合的な学習の時間など
実施場所の条件など 実施場所は屋内に限る。屛風が設置できるスペース（横6メートル×奥行3メートル程度）があり、その周辺に参加者

が使用できる作業スペースが人数分ある場所を推奨。部屋を暗くできる場合は、照明による演出も可能。

キット一覧 内　　容 梱包の形態 梱包の数量
基本セット 屛風　2曲1双 	180	×	150	×	20㎝	程度のプラスチック段ボール箱 1個

ござ　4畳×2枚 	 80	×	 60	×	10㎝	程度の袋 1包
屛風用照明 	 65	×	 44	×	48㎝	程度のプラスチック段ボール箱 1個
ミニチュア屛風（持ち帰り用）・アンケート 	 37	×	 53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個

追加機材等
（投影機器等）

スクリーン 	170	×	 20	×	20㎝	程度の段ボール箱 1個
PC・プロジェクターなど 	 37	×	 53	×	29㎝	程度の折りたたみコンテナ 1個

※安全のため、屛風箱は必ず2人以上での持ち運びを推奨
※実施機関の機材等を使用できる場合、追加機材の送付なし。または、パネルで対応

参加者へのアンケート内容　※利用者の希望に応じて内容を追加することも可能

•気づいたことや面白いと思ったことは何ですか
•もっと知りたいと思ったことはありますか

見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん
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井
い

抱
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筆　重
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要文化財《風
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風》
の高精細複製品（東京国立博物館所蔵）　

使用する複製品

文化財活用センター
YouTubeチャンネルで参考動画を

公開しています。

番外編

本プログラムもプログラム②の松林図屛風と同様に、言葉を書き留めるためのワークシートなどを一切使用せず、その場で参加者が
じっくりと見て感じたことをお互いに言葉に出して共有していく方法論を用います。本作品の特徴は、風神雷神図屛風が描かれた約100年後
に夏秋草図屛風が裏に描かれたことにあるため、2作品の鑑賞を行いつつ裏と表の関係性について理解してもらうための時間配分に注意
をお願いしたいと思います。また、教室の広さや作りによって屛風の裏表を逆にする取り扱いが生じてしまうため、参加者が移動すること
によって裏と表を見ることが出来るスペースでの実施が望ましいと考えています。学校などで実施する場合、対象が小学生の場合は風神
雷神図屛風から、中学生以上の場合は夏秋草図屛風からの実施をお進めしています。小学生の場合は前提となる知識がない事が多く一斉
に学びますが、地域内の学区域が異なった小学校や中学校から生徒があつまる中学・高校では前提となる知識が異なる場合が多く、
見たことが少ないであろう夏秋草図屛風から進めていただくと、自分で見て感じる鑑賞を受け止めやすくなります（なお、2023年度より
プログラムそのものを夏秋草図屛風から始める形に変更しています）。
本プログラムは講師1名でもできるような構成にしていますが、途中で屛風を動かす場合は講師のほかに1名サポートがいる体制での

運用が望ましいと考えています。キットの準備に30分、実施前の会場での準備に約10分、現場での撤収片付けに約20分、戻ってきたキット
のメンテナンス・片づけに30分程度を要します（利用者側の運用にかかる詳細はWEBサイトで公開している実施ガイドをご確認くだ
さい）。

プログラム実施上の参考情報と注意点

表
⇔
裏
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1．ごあいさつから導入
時間配分 内容 詳細

4分

ごあいさつとテーマ 講師の自己紹介、ごあいさつ
「今日は『見て、知って、楽しむ日本の美術』というテーマで行います。」

東京国立博物館とレプリカ
（複製）について 東京国立博物館とレプリカ（複製）についてお話します

することの説明 プログラムの工程を説明します（話を聞く→じっくり見る→まとめ）

2．解説
時間配分 内容 詳細

8分

照明演出

屛風全体が見えるように座ったところからスタート
屛風の色の変わり方を見る
ご希望に応じて屛風照明2種類と自然光（もしくは蛍光灯）の合計3種類の光でお見せします。

屛風を知る
参加者に問いかけながら解説を行います。
「この絵の形は屛風といいます。みなさん屛風って知っていますか？見たことはありますか？」
「屛風は、昔の人がおうちでつかっていたもので、折り曲げて床に置き、ついたてや、パーテーションのように、
移動のできる壁として、部屋を仕切ったり、風よけや目かくしなどに使われました」

3．風神雷神図屛風の鑑賞と解説
時間配分 内容 詳細

10分

作品の第一印象を
共有する

作品をいろいろな角度や場所からじっくり鑑賞し、風神雷神図屛風の表現について理解するために、作品から受けた
印象を声に出してもらい皆で共有していきます。
全体を見る
まずは遠くから全体を見てもらい、描かれているものや目に入ってきたものを聞いていきます。
「気になったところはありますか？」	 「第一印象は？見てどんな感じがしましたか？」
「何が書いてあるように見えますか？」	 回答：天空を舞う神様、鬼など

描かれているものを見る

屛風に近づく
「何を持っているようにみえますか？」	 回答：バチ、タオル、など
「ふたりの神様は何を思っていそうですか？」	 回答：戦っていそう、待ち合わせしていそう、など
なぜそう思ったのか続けて質問し、参加者全員へ共有します。
夏秋草図屛風につなげるための問いかけを行います。
「どんな音が聞こえてきそうですか？」	 回答：雷と風の音、など
「風はどのように吹いているように見えますか？」	 回答：右から左、左から、など
「どんなお天気だと思いますか？」	 回答：台風みたい、荒れていそう、など

2分 解説 必要に応じて、講師が風神雷神図屛風の解説を行います。

プログラムの内容（基本的な流れ）

配布する持ち帰りキット

参加者ひとりにつき1セット配布（持ち帰り用ミニチュア屛風も
裏表になっています）。
講師派遣あり・なし、いずれの場合もお渡しします。

5．まとめ
時間配分 内容 詳細

5分 まとめ
終わりのごあいさつ

表と裏を見て	・風の神さまの裏に、風に吹かれている秋草の様子	 共通点：風
	 	 ・雷の神さまの裏に、雨に打たれた夏の草花の様子	 共通点：雨
反対の意味をもって描かれたもの	・金と銀
	 	 ・天空の神さまと地上のいつでも見ることができるような風景
	 	 ・自由に動き回っていそうな神様といつか枯れてしまう草花
があることを含めて、利用者の申し込みの目的に応じたプログラムのまとめをして終了です。

※利用者の希望に応じたアレンジが可能

4．夏秋草図屛風の鑑賞と解説
時間配分 内容 詳細

15分 作品から受けた印象を
共有する

後ろに回ってもらう
裏の絵もいろいろな角度や場所からじっくり鑑賞し、風神雷神図屛風の表現について理解するために、作品から
受けた印象を声に出してもらい皆で共有していきます。
「このびょうぶには何が描かれていると思いますか？」	 回答：草、花など
「音は聞こえると思いますか？」	 回答：草がすれる音、何も音はしない、など
「天気や気温はどれくらいだと思いますか？」	 回答：くもり、雨、など
「季節はいつごろだと思いますか？」	 回答：秋、など
「何時くらいの風景だと思いますか？」	 回答：暗いから夕方、朝、など
なぜそう思ったのか続けて質問し、参加者全員へ共有します。

2分 解説 講師が夏秋草図屛風の解説を行います。

文化財活用センターWEBサイトで以下の情報を公開しています
（ダウンロード可能です）。

1.実施ガイド
プログラム③

講師派遣なし 先生・講師用

2.複製品・キットリスト
プログラム③

講師派遣なし 先生・講師用

3.スクリプト・原稿案
プログラム③

講師派遣なし 先生・講師用

ミニチュア屛風　風神雷神図屛風 ミニチュア屛風　夏秋草図屛風
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プログラムについて

プログラム

4

プログラムのねらい

古典「平家物語」のさまざまなシーンが描かれた《平家物語 一の谷・屋島合戦図屛風》（イギリス・大英博物館所蔵）の複製を使用するプロ
グラムです。右隻には「敦盛の最期」など、「一の谷合戦」にまつわる21のエピソードが、左隻には「那須与一の扇の的」など、「屋島合戦」に
まつわる8のエピソードが描かれています。どちらも教科書でもなじみの深い場面です。原文や現代語訳を参考にしながら、描かれた場面や
人物をじっくり見ることによって、自分たちの感性を通して古典を生き生きと学び、文化財に親しむことを目的としています。

参加対象 中学校2年生以上
参加人数 最大40名（学校の場合は1クラスずつの実施を推奨）
実施時間 45～50分　※60分や90分など延長も可能、45分未満の短縮は不可。
学校で実施する場合の使用可能科目 国語、古文、古典、美術など
実施場所の条件など 実施場所は屋内に限る。屛風が設置できるスペース（横7メートル×奥行3メートル程度）があり、その周辺に参加者

が使用できる作業スペースが人数分ある場所を推奨。部屋を暗くできる場合は、照明による演出も可能。

キット一覧 内　　容 梱包の形態 梱包の数量
基本セット 屛風　6曲1双 185×95×20㎝ 程度のプラスチック段ボール箱 2個

ござ　6畳×2枚 80×60×10㎝ 程度の袋 1包
屛風用照明 65×44×48㎝ 程度のプラスチック段ボール箱 1個
ミニチュア屛風（持ち帰り用）・アンケート 37×53×29㎝ 程度の折りたたみコンテナ 1個

追加機材等
（投影機器等）

スクリーン 170×20×20㎝ 程度の段ボール箱 1個
PC・プロジェクターなど 37×53×29㎝ 程度の折りたたみコンテナ 1個

※安全のため、屛風箱は必ず2人以上での持ち運びを推奨
※実施機関の機材等を使用できる場合、追加機材の送付なし。または、パネルで対応

参加者へのアンケート内容　※利用者の希望に応じて内容を追加することも可能

•気づいたことや面白いと思ったことは何ですか
•もっと知りたいと思ったことはありますか

© The Trustees of the British Museum (2017).

絵で読む平家物語
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風》の高精細複製品（イギリス・大英博物館所蔵）使用する複製品

文化財活用センター
YouTubeチャンネルで参考動画を

公開しています。

番外編

「平家物語　一の谷・屋島合戦図屛風」の高精細複製品は、在外の日本美術の名品の高精細複製品を制作し、日本国内の美術館博物
等に寄贈して活用をはかることを目的のひとつとする文化財未来継承プロジェクト（通称：綴プロジェクト　https://global.canon/ja/
tsuzuri/ ）によって、2018年に独立行政法人国立文化財機構へ寄贈された複製品です。
国語、美術、日本史など、教科横断型の特別授業などでも利用できることから、高等学校からのお申し込みが多く、また講師派遣なしの

実施がいちばん多いプログラムです。スクリプト案は利用機関の担当者にデータ送付していますが、国語、美術、日本史などに寄せて鑑賞が
できるように構成しています。また、教科横断をご希望の場合も、事前打合せで調整しています。講師派遣なしの場合は、開発側の意図を
超えた教科横断型での利用も多くみられ、「様々な本文を読んで描かれた場所を見つける」「国語・美術・日本史の先生が平家物語の魅力
を語る」「琵琶の奏者をお招きして屛風の前で実演してもらう」など、利用者が柔軟にプログラムを利用することも可能です。スクリプト
案が長いため、講師派遣なしで利用される場合は、明確な利用目的を知らせていただく必要がありますのでご注意ください。
本プログラムは講師1名でも実施可能な構成にしていますが、屛風の重量があるため、屛風を取り扱う際には1名サポートがいる体制

での運用が望ましいと考えています。キットの準備に30分、実施前の会場での準備に約10分、現場での撤収片付けに約20分、戻ってきた
キットのメンテナンス・片づけに30分程度を要します（利用者側の運用にかかる詳細はWEBサイトで公開している実施ガイドをご確認
ください）。

プログラム実施上の参考情報と注意点
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1．ごあいさつ
時間配分 内容 詳細

5分

ごあいさつとテーマ
屛風全体が見えるように座ったところからスタート
講師の自己紹介、ごあいさつ
「今日は『絵で読む平家物語』というテーマで行います」

流れの説明 あわせてプログラムの流れ（お申し込みの目的によって変わります）を説明します。
複製品であることをここできちんと伝えます。

3．まとめ
時間配分 内容 詳細

5分 まとめ
終わりのごあいさつ 気づいたことや新しい発見など、参加者の意見をまとめてプログラムを終了します。

※申し込みの目的と、参加者の意見や発言に応じて様々な観点から解説を実施。利用者ご自身によるアレンジも可能。

プログラムの内容（基本的な流れ）

配布する持ち帰りキット

参加者ひとりにつき1セット配布。
講師派遣あり・なし、いずれの場合もお渡しします。

文化財活用センターWEBサイトで以下の情報を公開しています
（ダウンロード可能です）。

1.実施ガイド
プログラム④

講師派遣なし 先生・講師用

2.複製品・キットリスト
プログラム④

講師派遣なし 先生・講師用

※	プログラムのスクリプト・原稿案は、予約が完了した機関のご担当
者様にデータ送付します。

2．鑑賞・解説
時間配分 内容 詳細

8分 屛風をひろげる

講師が参加者の目の前で屛風をひろげていきます。
ご希望に応じて屛風照明2種類と自然光（もしくは蛍光灯）の合計3つの光でお見せします。

5分 作品から受けた第一印象
を共有する

作品から受けた印象を声に出してもらい皆で共有していきます。
「第一印象は？見てどんな感じがしましたか？」
「何が書いてあるように見えますか？」
「この絵の中で、何が起こっていそうですか？」
「どんな音が聞こえてきそうですか？」
「どんな匂いがしそうですか？」

ここまでは利用者の目的にかかわらず、共通して行います。この後の解説は、目的や参加者の意見に応じて、参加者が鑑賞する時間を挟み
ながら内容を選択して行います。

25分

文化財の見方
屛風の基礎的な知識として、屛風の使い方、屛風の構造、絵の描かれ方についてお話しします。美術などの授業で
活用される場合は、雲や大地の表現、海の色、肌の色、線の描き分けなどに注目しながら、日本画の表現や材料、
必要に応じて複製ができるまで、などをお話しします。

この作品について モチーフの選び方、構図など「平家物語 一の谷・屋島合戦図屛風」の作品についてお話しします。

古典、物語について 右隻の一の谷合戦から「鵯越の坂落とし」「敦盛の最期」、左隻の屋島合戦から「那須与一の扇の的」を取り上げ、
文学と絵画の観点からお話しします。

表現について 描かれた表現から、地形や距離、甲冑や刀、公家と武家の身分の違い、源平の違い、物語と史実の違いなどに着目して
解説します。

ミニチュア屛風左 ミニチュア屛風右 高精細複製品の
パンフレット
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実施プログラム ②見て、感じて、楽しむ松林図屛風
日時 2022年4月25日（月）8：45－9：30、9：35－10：20、10：40－11：25、11：30－12：15
参加対象・人数 140名（6年生4クラス）
実施場所（保管場所） メディアルーム・校舎3階・エレベーターなし（同）

利用者の目的・ねらい（図画工作担当教諭）

「ひとつの色で表す絵」という題材で絵具一色の濃淡を使い分けて絵を描くという活動を行なった後に水墨画に挑戦するが、制作の前に鑑賞
を行ないたい。また、実寸大の松林図屛風を鑑賞することで墨の濃淡による空間表現や水墨画の感じに気づかせたい

利用者の意見・感想・参加者の反応など

照明の違いで見えるかんじが変わったり、写真と見比べたときのかんじを考えさせたりと、子どもたちが様々な視点で鑑賞できるよう授業を
してくださいました。あきてしまう子の数人見受けられましたが、ほとんどの子が興味をもって鑑賞していました。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	発見！松林図屛風を見てわかったこと、面白かっ
たことはなんですか？

• 	内側をぬるのではなく、外側を黒くすみでぬるこ
とで山を表現していた。また、うすい木やこい木
があり、こい木が近くにあり、うすい木がとおくに
ある感じが絵から出てきていた。
•	すみだけを使ったようには見えなかったです。よ
はくがあって、あえてそこになにもかいていない
のがいいなと思いました。
•	明るさや角度によって絵の見かた・考えかたがか
わり、一色で表すことのできるせんさいな技がす
ごいと感じた。自分は、木のまわりが少しぼやけ
ていて、明暗のように感じた。遠くにある・近くに
あるを表現するために色をこくする・うすくする
ことによって、目立たせ、見やすくするようになっ
ていてよかった。一つ一つに作者の心や思い入れ
をかんじた。
•	いろいろな見方ができる絵はおもしろいと思い
ました。近くから見るとせんさいな部分に目を向
けられるな～と思った。
•	しゃがんで見たり、遠くから見たり、近いところで
見たり、色んな所から見ると季節や風景などがち
かく見えたので面白いな、と思いました。また、明
かりの色でも屏風の見方が変わったので、そのち
がいが面白いなと思えました。
•	遠い物はうすく、近い物はこくして、まるできり
がかかっていたり、くもりの日のように感じた。ま
た、一色だけで濃さを調節しながらこんな絵をか
けるんだと感動しました。
•	遠くから見たり、近くから見たり、見方を変えてみ
たら、自分なりにはきりに見えたり、林に見えた
りしたことが不思議で興味がありました。びょう
ぶのことはまえから知っていたけど、円にしたり
四角にできたりすることが可能なんだ！と初めて
しれました。びっくりしました。
•	一つの色なのにいろいろなぎじゅつがつかわれ
てひょうげんがゆたかだった。もっといろいろな
作品を見てみたいです。また美術館に行ってみた
いです。
•	先生に自分が絵の中に入った時、どんなかっこう
でいると思いますか？と聞かれたとき、自分は秋
や冬の間のさむいイメージがあったので、なぜか
そうなんしているイメージがあったので面白かっ
たです。自分はさむい地域に見えました。
•	木が目の前にあるように思えたのが面白かった！

実際にかいてみたいと思った。ふでをつかってか
いているのかなと思うなど、予想をたてて見るの
が面白かった。
•	明かりが違うだけで、雰囲気が全くちがって面白
かったです。また、木や、山だけなのに、色々書い
てあるように見えて、スゴイと思いました。さら
に、一色（黒）だけなのに、濃淡を使い分けること
で、色々な色が生まれていて、感動しました。
•	濃淡をつけることによって、とても幻想的な感じ
になっている。また、針葉樹の針のような質感を
とても忠実に再現していて、実物大の屏風で見る
と、とてもはく力があった。
•	色の濃淡がはげしかったり、葉と枝では色の濃さ
がつかいわけられていてすごいと思いました。
•	「これはどんなでこれはこんな木だね」と友達と
の考えと自分の考えをくらべあう時間が楽しかっ
たです。あと、しぜんでみる作品はなにかちがって
みえました。
•	ものすごく美しくきれいだったのでぼくも作って
みたいと思いました。
•	光のあて方によってみえ方があんなにかわるの
は、初めてしりました。昔絵をかいていた人は、み
え方がすごくかわるので大変だったのかな？とお
もいました。
•	松林図屏風を見て、最初は何の絵かわからなかっ
たけど、よーくみたら、松の木があってそっちに風
が吹いたりしてた。黒いものだったから、作者が悲
しい気持ちをしていたのかな？と考えることは面
白かったです！屏風の絵をもっと知りたいです！
•	屏風は遠くから見たら、友達が言っていたように雨
がふっていてきりがかかっているような感じがして
近くで見たら晴れの時、夕方ごろに見えました。
•	人が書いたと思えないほどこまかくてせんさい
だった。
•	左の紙の右上の山きづかなかったです。すごく細
かくなっていて見てておこされるようなかんかく
です。濃淡だけでこんなにかわるものかと思いま
した。そしてふんいきがとてもかっこよく、みどり
や茶色使ってるんじゃないかとうたがうすごさで
す。どこがちがうか分かりませんが私の絵と比に
ならないくらい上手なのは分かります。

Q.	もっと知りたいことはありますか？

• 	もう少し前にえがかれた絵ともう少しあとにえ
がかれた絵のちがいがどのようなことなのかを

調べたり、本当の絵を博物館に行って比べてみた
い。昔のほうが技術がはったつしていないため、
少しあとにつくられた絵のほうが「すごい」と思っ
てしまう気がする。
•	もっといろいろな屏風を見てみたいです。こんか
いの屏風はすみだけを使ってかいていたけど、ほ
かの作品は、色を使って作っていたりするのも見
てみたいです。
•	同じ時代の他の絵とも比べて、それぞれの特徴や
すごさをさがしたい。そうすることで、昔の文化
についてよりくわしくわかると思う。
•	びじゅつかん、はくぶつかんをいったときじっく
りみて学習していきたいです。どんな絵がよかっ
たなとかとふりかえってみていきたいです。
•	びょうぶの昔の配置のしかたなどもしりたいな～
と思いました。いちど昔の世界にいってびょうぶ
を見てみたいしたたみの上や本当のろうそくな
どでてらして見てみたい。
•	むかしの時代にどうやってすみでかいた絵をい
ままで保管してきたのかということ。
•	びょうぶは具体的にどこで使われていたのか（道
具として）いつの時代から使われているのかを調
べてみたいと思いました。あと、おばあちゃんの
家にびょうぶがあったような気がしたので確認し
たいと思いました。おばあちゃんはこういう「びょ
うぶ」などにくわしいと思うので聞いてみたいと
思いました。
•	他の屏風とかも気になる。あと、屏風を作る職人
とかもいたのかも気になる。
•	1つの色で濃淡をつけることで見る人にこんなに
感動させることが出来るのかととてもおどろきま
した。なので、今度は実際に作っているところを見
てみたいと思いました。また、葉のトゲトゲした感
じをどのようにしてあらわしているのか知りたい
です。←自分が描くときの参考にしたいです。

実施報告

機関名 品川区立大井第一小学校 （〒140－0014　東京都品川区大井6-1-32）

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ1回、ほかメールのやり取り。基本スクリプトに沿って実施。事前学習なし、目的・ねらいに応じて実施する。
事後に目的・ねらいの通り「墨であらわす世界」の導入を実施してから制作を行なう予定。
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利用者の目的・ねらい（美術担当教諭）

本物の大きさや、屛風の機能性、日本美術に親しむ鑑賞の方法を考えた時、屛風の鑑賞をしたいと考えたため。また、鑑賞から学んだことを蛤
（貝合わせ・貝覆い）に描く取り組みをしたく、細かく描かれ、物語を読み取れる平家物語の鑑賞を実施したい。

実施プログラム ④絵で読む平家物語
日時 2022年5月	30日（月）　10：05－11：10 、11：20－12：25　※16：00より特別授業

	 31日（火）　8：50－9：55、10：05－11：10、 11：20－12：25
参加対象・人数 105名（1年生選択授業8クラス）
実施場所（保管場所） 美術室・校舎1階・エレベーターなし（同）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

屛風の作品が美術の教科書だけではなく、他教科の教科書にもよく掲載されているため、実物
の屛風で深くじっくり鑑賞出来る事が高精細の屛風では可能でとても良かったです。作品を
よく見ている生徒が多く、様々な場面が制作への意欲にもつながりました。また、絵に浮い
て会話がはずむ鑑賞の時間になりました。生徒がとても興味深く平家物語を鑑賞出来てい
ましたので、高校生に関心をもたせる事ができる屛風で、お借り出来て良かったです。

その他

取材：	中日新聞北勢版、日本文教出版
見学：	三重県総合博物館
	 三重県立美術館
	 金沢美術工芸大学
	 三重県教育委員会

参加者のフォーム内容紹介（先生による設問、一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.1	 屛風を観て（視覚的に）わかることはなんです
か？ see 見る

• 	金色で描かれた雲と地面には境目がないこと。
•	船の上で頬杖をつきながら退屈そうにしている
武士がいること。
•	空から見た視点で描かれているように見えること。
•	1人1人の顔の表情がそれぞれ細かく描かれてい
たこと。
•	屏風はもともと道具として使われていたが細か
いところまで丁寧に描かれているということ
•	濃淡がはっきりしている	
• 	同じ人物が何度も登場している。
•	人がたくさんいて、戦っていることがわかる。海の
真ん中に大きな船がある。
•	屏風の細かい表情や行動の特徴、その人の服装
から立場などが分かった。
•	雲と、地面が同じ素材。人間一人一人にそれぞれ
顔がある。
•	源平の戦いの様子が描かれている。全体が金で
できていて、明るい。
•	遠目から見ると、全体的に金色で高級感のある感
じだったが、近くで見ると血生臭く色も鮮やかだ
ったので、見る位置によって印象が全然違うんだ
なと思った。
•	遠くからみると雲と大地が混同していて、平家物
語の流れを感じる。近くで見ると馬の毛の一本一
本などが精密に描かれていたり、色や格好から身
分、性格や気持ちがわかる。馬によってかなり模
様が違い、中には金魚や牛のような見た目をして
いるものもあった。鮮やかではないように見えた
が、近くによると波の色や炎、旗などいろんな色
が使われているのがわかる。
•	屏風の縁の布の色と屏風全体の色が合っていて、
統一感と華やかな感じがする。
•	戦いの最中である。「海を挟んでいる」右側から左
側へと逃げていっている
•	海の深さと金雲から立体感があり実在する空間
だと強く感じた。
•	1人1人の表情が細かく描かれていた。波の動き
も想像しやすかった。馬？か鹿が弓で射られてい
たり人の首がなかったりという場面もしっかりと

描かれていた。

Q.2	 なにを感じますか？ Think　考える

• 	現実的な表現よりも美術的な表想がしたかった、
また、屏風の絵自体に一貫性をもたせかった。
•	あまり戦に興味が無い者もいた。
•	絵の中の空間を広げ奥行きで迫力と臨場感をだ
した。
•	細部まで,使う人を思っていた。
•	照明の色やあたりぐあいによって、見え方が暖か
かったり冷たかったり色々と違うんだと思った。
•	暗いイメージ　金色の部分も若干暗い色が混ざ
ってる
•	金の部分が多くて、高級感を感じる。
•	那須与一が、扇の的を、射ていたり、崖から義経
達が、降りてきて、地面にいる人たちが慌ててい
る様子があり、それぞれの場面で、それぞれの心
情が描かれていた。
•	源氏と平家の熱い戦いのある一瞬が細かく、忠
実に表現されていて、実際に見たわけではないの
にここまで描けるのはすごいと思った。
•	天地がつながっている。
•	もっと一部分が描かれているのかと思っていたの
で平家物語の全体図のようなもので驚いたが、ち
かくに寄ってみてみると弁慶が弁慶だってわかる
ほど忠実に表現されていた。
•	単に戦の場面を描いているのではなく、人物一人
一人の物語が描かれているので、ずっとみていて
も飽きることがないなと思った。
•	雲と大地の混ざりは見ていて錯覚というか、不思
議な感じがしてくる。筆のタッチから、荒々しい感
情のうねりや那須与一のピンと張り詰めた空気
感、逃げる平家の焦っている様子が伝わってくる
ようだった。下から見上げると金の雲がキラキラ
して、あまり立体的ではない絵なのに地面と空を
感じることができた。
•	屏風を真っ直ぐみると俯瞰している感じだが、下
から座って見ると自分も地面に立っているような
目線になったので、屏風を使う人が楽しめるよう
にしたのかなと思った。
•	人々のその時代の気性や武士としての心構えが

切り取られた一瞬から部分部分の行動から読み
取れると感じた。

Q.3	 ひっかかる所はなんですか？Wonder 疑問

• 	どうしてあんな構図にしたのか(わざわざ違和感
を覚えるような)。
•	なんで地面を土色にしなかったのか
•	雲の形は一つ一つ何か理由があってそのような
形になったのかその作者の気分でそのような形
になったのか
•	人を出迎える時になぜ争いの場面を描いた屏風
を使ったのか
•	将軍のような人がいて、将軍の首を敵に取られた
ら戦は終わりというのを習ったけれど、護衛とし
て将軍の周りにいる人が少ないんじゃないかな
と思った。
•	実際に戦をみて描いたのだろうかと疑問に思った。
•	江戸時代のイケメンの基準はなんだったのか。豪
華な舟に乗っている人は誰なのか。なぜ那須与
一はかなり目立つように描いてあるのに、義経は
「ウォーリーを探せ」くらい目立たないのか。どう
いう人がどこに、いつの季節に飾っていたのか。
真ん中に偉い人が座ると那須与一が見にくいの
で、自分なら外と並行になるように置くと思う。
•	平家は仲間がどんどん少なくなって、不利になっ
ても、あきらめずに源氏にたちむかっていったの
だろうと思った。陸？空は誇り高い平家の負けな
いという思いの表現がされているのかなと思っ
た。鹿が殺されていたり、戦場に高貴な女の人が
いたりしたのが気になった。

実施報告

機関名 三重県立四日市高等学校 （〒510-8510　三重県四日市市富田4-1-43）

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

メールのやり取りを行ない、プログラム前日に講師往訪の上で打ち合わせを実施。先生のご希望に沿った授業案に変更。事前は行なわず、
事後に目的・ねらいの通り貝合わせ・貝覆いの制作を行なう予定。
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実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
日時 2022年6月10日（金）10：25－11：10、11：20－12：05
参加対象・人数 66名（4年生2クラス）
実施場所（保管場所） 体育館・校舎2階・エレベーターなし（図工準備室・校舎１階）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

レプリカを間近で鑑賞出来て良かったです。当日の生活や夜の雰囲気も感じることができました。子供も大人も興味津々、ワクワクでした。
素晴らしくきめ細やかな演出、ありがとうございました。完璧でした。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	びょうぶを見てわかったこと、おもしろかったこと
をおしえてください。

• 	最初の時は、まわりの色が金色じゃなかったのに
あかりをつけたら、金色だったところ。ふうじん、
らいじん、りょうほうとも強そうだったのでいっ
しゅんたたかったらどっちが強いんだろうとおも
いました。うらのえが予想とちがくてちょっとな
んでこういうえにしたのだろうと思いました。
•	風神も雷神も角や頭に毛がはえていたので風神
も雷神もおにに見えた。風神も雷神もシャツ１ま
いだけだったので暑い場所にいると思った。夏の
方は雨がいっぱいふっていて、秋の方は風がふい
ていてどちらも場所がちがいがあっておもしろか
った。
•	屏風は明るさで屏風の絵の感じが変わるなんて
思わなくてびっくりした。さらに夏秋草図屏風は
風神と雷神と関係があるとは思ってなくてさらに
予想とぜんぜんちがったからすごかったです。
•	風神雷神に角があったのでおにみたいだなと思
いましたが、神様だったのでおどろきました。
•	よくみたらかみの毛や、形いろんなところがこま
かかったです。さいしょは少しこわいイメージだ
ったけれど、よくみるとすごいと思いました。
•	風神雷神のびょうぶを見たら、色の感じ、光のあ
たり方によって見え方がちがうんだなあと感心し
ました。風神と雷神では、雷神の方は好きだった
けれど、風神も好きになった。
•	びょうぶは大きくてはくりょくがありました。はい
けいがひかっていてすてきでした。約400年前に
びょうぶはえがかれたということをしりました。
びょうぶのうしろにもえがかれていたということ
をはじめてしったし、ちゃんといみがあったとい
うこともおどろきました。
•	あの絵を400年前にかいたなんてしんじられな
いほど上手でした。東京国立はくぶつかんもいっ
てみたいです。
•	風神と雷神に角が生えているのがわかったけど
風神の角は一本で雷神の角は二本あって角の数
がちがうのに気づいた。
•	手首、足首に金色のブレスレッドをつけていてく
もにのっているのがかっこよかった。

•	風神雷神のかみのけがふさふさでぐらでーしょん
できれいだった。どちらともきんにくがあるので
ちからもちそう。雷神がてでばちみたいのをもっ
ていて風神がもうふみたいなやつをもっていた。
うしろには、みずたまりやくさやゆりの花やいろ
いろな花がかいてあった。
•	風神雷神や夏秋草図屏風のかかれている屏風
は、ざらざらしてそうで、あとみたいなのがついて
いた。昔の時代の光などが味わえて楽しかった。
•	しょう明と自然の光とでは見え方がちがった。はく
力がすごかった。うらの絵が思っていたのとちがっ
たけれど話を聞いて見たらなるほど！と思った。
•	ちかくで見たら思っていたよりも大きかったで
す。あしや手につけていたのは金ぱくでぬられて
いてまっ黒なくもにのっていました。あんなにち
かくで見られるとは思わなかったのですこしどき
どきしました。
•	風神と雷神でにてるとこや、ちがうところがいっ
ぱいあった。暗くしたり明るくして見ると見え方
がぜんぜんちがう。うらに描いてある絵がすごい。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？

• 	風神と雷神で風のふき方がちがうことがわかっ
た。下からあてる電気は、あまり金色が目立たな
かったけど、自然の光をあてると金色がかがやい
ていて目立つようになった。
•	ほかのゆう名な絵を見てみたいです。
•	なんで雲が黒なのか？
•	もっと水の神か氷の神のことをいろいろ知ってみ
たいです。
•	雨の神もいるのかなと思いました。いろいろな神
もいるのかなと思いました。
•	風神雷神はなんではなれているのか少しふしぎ
に思いました。（ソーシャルディスタンス？）
•	ほかには、どんなびょうぶがありのか知りたいで
す。風神雷神がいがいにもにているような神様
は、いるのか知りたいです。
•	びょうぶのふちについていた葉っぱの形をしたか
なぐがとても気になりました。
•	風神雷神は神さまだけど、風や、雷がどうしてで
きるのかと思いました。

•	どうしてうらに絵を書いたのかがふしぎに思いま
した。
•	なぜ水や火などがあるのに風と雷なのか知りた
いと思いました。
•	なんで日本のびょうぶは日光によわいのかなと
思いました。
•	風神と雷神はライバルなのか。
•	風神はつの1本で、雷神は2本のつのなのか。
•	風神のもっているふくろが大きそうなので雷神の
たいことどちらが大きいのかなって思います。
•	どうして風神や雷神のまわりにある雲は白では
なく黒でえがかれているのかということ。
•	下からてらすと黄色ぽくて、ふつうに光をあびる
と金色になるのはどうしてか。
•	風神雷神はどんなやくめがあるかもっとしりたい
です。
•	なんで風神雷神はおたがいを見るむきなってい
るのか。
•	風神のはだはなんでみどり色なのかふしぎ。

実施報告

機関名 江戸川区立東小岩小学校 （〒133-0052　東京都江戸川区東小岩4-12-1）

利用者の目的・ねらい（図画工作担当教諭）

「風神雷神」を鑑賞して、展覧会の作品に生かしたい。見て、感じて、表現させる。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

2021年度中止による再申し込み、講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかFAXによるやりとり。通常のスクリプト案で実施。事前学習は
色鉛筆による模写と調べ学習、事後学習ではクレパス・絵の具・金のアクリル絵の具を使用して屛風絵を制作。
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参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

（４年生）
• 	風神と雷神が全く同じではなく、ちがうところが
あっておもしろいと思いました。（たとえば、つの
の数、きば…などです。）
•	とびたしそうな絵でした。はくりょくがありすご
かったです。風神と雷神には、ちがうところがたく
さんありました。すごかったです。
•	ふうじんらいじんはほとんどいっしょかと思って
いたけどちかくで見るとぜんぜんちがうことがわ
かりました。
•	ふうじんは、本当に風がふいてるみたい。らいじ
んはかみなりがゴロゴロひかってるみたいでおも
しろい。こわい。
•	風神雷神図を書いた人と夏秋草図を書いた人は
ちがうのに、絵がつながっているようで、すごいと
思いました。
•	リアルな絵でした。ほんとうにありそうなこうけ
いに、花もこまかく書かれていてすごかったです。
いろいろ気づけたと思います。
•	ふうじんの方は、くさや花が左にむかって、風が
ふいてるみたい！らいじんの方は花やくさがした
にむいていてかみなりがおちたみたい。
•	はっぱの中心にきいろのせんがきれいにしいて
あり、すごい！！と思いました。花のちくちくがリ
アルで「すごい！！」「書けるようになりたい！！」と
思いました。
•	きせつちがいでこんなに変わるんだなと思いま
した。お花の形がげんじつみたいに見えました。
学べてうれしかったです。
•	左の絵の方が風がふいてそうでした。
•	どうゆうきもちでかいたのかしりたいです。

（５年生）
• 	黒い雲？のにじみかたとか、ひょうじょうとかが
面白かったです。白い方は耳が立っていたけど緑
の方はちがったのでそこも面白かったです。
•	細かいところまでかいていた。だからみればみる
ほど楽しく見れる
•	はだが緑だったり白だったりつのの数が一本や
二本だったりして同じ人が書いていても全然ちが
うと思った。
•	顔やはらがふにゃとしているところがおもしろか

ったです。あと、くもが少しだけ黒からうすくなっ
ているのがすごいと思いました。
•	どうして風神雷神ということばになったのかがし
りたいです。
•	風神や雷神は、どこから現れるか。風神や雷神と
いう人物がいるのか。
•	風神の足が変な方向にまがっていたのが気にな
りました。
•	どのように受け取がれてきたか。何で、緑色と白
色なのか。何で、かべがみが金色なのか。
•	きれいな川とあれた花などがある。辺りがけむり
のようにうすぐらい。風神と雷神が戦った後の風
景なのかもしれない。
•	ふうじんらいじんずを見て作者はその人といっ
しんどうたいになって書いたと思う
•	風神が風をおこしたところまで表現されている。
花もたくさんかいている。
•	表とちがって静かな感じになっておもしろかった
です。お花や葉っぱがたくさんあってきれいだった
けど最初は下をむいているからびっくりしました。
•	夏と秋の特徴を生かした絵がすごく頭にのこり
ました。また水たまりという表現を思いついて、
とてもすごいと思いました。
•	夏秋草図では、そこで風神と雷神が何をしたかと
いう事が連そうできました。色々な事から連そう
できて、面白かったですし、発見もいっぱいでき
てよかったです。
•	花のつぼみがあってとてもきれいなえでした！水
たまりが川みたいで、おもしろかったです。
•	草や花だけで、天気？をあらわすのすごいなあー
と思いました。花が下むいてたりする工夫も私は
ぜんぜん思いつかないので、すごいと思いました。
•	どういう気持ちでかいたのかとか、構図だけで
も、時間がかかったのではないかと思います。

（６年生）
• 	見てすぐに人外(鬼のような姿)とわかる見た目
で書いてあるのがおもしろい（いいな）と思いま
した。姿の見た目が風神雷神で対になってる(少
しだけ)のがいいなと思いました。
•	風神の歯がししまいみたいでした。神よりおにに
見えました。よく見ると細かくつくっていることが

わかりました。
•	同じに見えるけどよく見ると目の形や身につけ
ているものもちがって見ていてとても面白かった
です。
•	雷神はカミナリ雲の上で風神はけむり(風でなが
れてる)のかなと思いました。
•	最初見たときはなんだろうと思ったけど、雷神の
たいこや、風神の風を起こすどぐうを見てなるほ
どと思いました。
•	立体感があっておもしろかった。
•	季節によって表し方が変わるのが少し意外でし
た。あまり違いがなかったのも不思議だなと思い
ました。
•	風神雷神からよみとったことだけで季節などの
工夫がされているところがすごかったです。
•	左右でふんいきがちがい、水たまりと風がふいて
いるかんじが良いと思いました。ゆりの花がきれ
いでした。
•	いろいろなきせつにあった花があってみずたまり
や風のひょうげんがしっかりできていてすごかっ
たです。
•	虫などではなく花であらわしているのがおもしろ
かったです。
•	夏はかみなりがなるからや花の種類で秋はすす
きみたいなのがあって、ちゃんとその季節と分か
るのですごいなと思いました。

実施報告

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
日時 6月21日（火）9：30－10：15、10：35－11：20、11：25－12：10
参加対象・人数 96名（4年生1クラス・5年生1クラス・6年生1クラス）
実施場所（保管場所） 体育館・校舎１階・エレベーターなし（和室・校舎１階）

機関名 足立区西保木間小学校 （〒121-0812　東京都足立区西保木間4-2-1）

利用者の目的・ねらい（図画工作担当教諭）

６年生の図工で立体模写をするため、名画の歴史や鑑賞について深めたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメールによる打ち合わせ・配置図などの共有。先入観をなくすため、事前学習は実施せず。スクリプト
案通りにプログラムを実施。

利用者の意見・感想・参加者の反応など

豊富な経験と知識に裏付けられた話の展開や見方・意見の引き出し方が素晴らしく勉強に
なりました。照明の不空や展開の工夫があり良かった。とても興味深く鑑賞出来ていた。
実物大の屛風を見ることができ喜んでおり、おみやげもうれしかったようです。

その他

記録撮影：	当該学校での実施記録を
YouTubeの文化財活用センター
チャンネルで公開済み（5年生）
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実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！
日時 2022年7月7日（木）9：40－10：25、10：55－11：40、11：45－12：25
参加対象・人数 116名（6年生3クラス）
実施場所（保管場所） 多目的室・校舎3階・エレベーターあり（空き教室・2階）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

講師の方々のお話がわかりやすく、子どもたちにスッと落ちる流れだったと感じ、非常に勉強になりました。特に作品に出合えたことはもとより、
作品を鑑賞する際に「自分がどうしてそう思ったのか考えることが大事」という言葉かけが心に響きました。今後もこの授業で学んだことを
活かし表現も行っていきたいです。初めて見るびょうぶに興味を抱き、制作も楽しそうでした。非常に貴重な経験で、できれば全学年でお願い
したい！といったくらいです。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	発見！松林図屛風を見てわかったこと、面白かっ
たことはなんですか？

• 	ふでづかいなどがていねいにつかいわけられて
いて、面白かった。
•	林みたいでうすぐらいさむい感じにみえておもし
ろかったです。
•	人によっていつどんなことがあってこういう絵に
なるていうのが違うから、面白いと思った。色のこ
さによって見え方が「うすい」と「こい」とはイメー
ジが違ってきて面白かった。
•	昔の人はすみで絵を書いていたことがすてきだ
と思いました。またスタンプで絵をつくるという
こともとっても楽しかったです。
•	昔、どのようにびょうぶが使われていたかがよく
分かった。いろいろな使われ方をされていたこと
が面白かった。様々な角度から見ると、見えると
ころと見えないところがあったということがかな
り面白かった。松の木がたくさんあることが分か
った。すみ１色の白黒でかかれていたことが分か
った。
•	松林が筆一本で面白くて早朝できりがかかって
るみたいでおもしろかった。色々なかくどなどを
みて松林だとわかった。近くでみると強弱が出来
ていた。
•	うっすら白い山が見えたり、木一本一本がちがっ
てそれぞれ味があった。筆づかいがよく見えた。
すみの色もちがって手前と奥が分かった。
•	墨だけで世界が描かれているのに、その絵のテー
マが見て分かるように表現されていてスゴイなと
思った。人の見方や考え方によって絵の感じ方が
ちがっていたのが面白かった。
•	筆だけで表現すると、「音・時・香り・色・空気」の全
てを自由に表現できるのがわかった。これからの
授業では色を使いすぎずに3Dを表現してみたい。
又、筆１つでも松の葉が針のようでスゴかった！
•	少ない模様で四季を感じさせ、時間も変わると
屏風の見方も変わりとても魅力を感じました。と
ても面白かったです。
•	すみだけであそこまで色々な色や形などがかけ
ていてすごいと思いました。

•	びょうぶの絵は、イメージなどがあり、発想は無限
だと思いました！！昔の人の生活がわかりました。
•	江戸時代の人の使い方や身近にある、ひな人形
のお話を聞き、すごく興味深くなりました。
•	細かく筆でかかれている所や、木のうすさなどが
工夫されていて、きれいだなと感じました。
•	近くで見たり、遠くで見たり、見る角度を変えると
屏風の見え方も変わってくると分かりました。屏
風は見て楽しむのに使うだけじゃなくて部屋をし
きるために使ったりするのだとおどろきました。
•	墨だけで書いているはずなのに、濃淡だけで奥行
きやその時の風景などをこんなに表現できるな
んて、とびっくりしてしまいました。
•	すごくおくゆきがあるようにみえた！
•	色をこくしたりうすくしたりして、きりがかかって
いることを表現したり、近かったり遠かったりを
表現したりと色の使い方で表現が変わるという
ことが分かった。

Q.	もっと知りたいことはありますか？

• 	どうやってびょうぶにきれいな絵を書けるか。ど
うして松の絵を書こうと思ったのか。
•	ほかの屏風も見てみたい。
•	今回見た絵以外の作品もみたいと思った。
•	びょうぶの他に、絵を見て楽しめる昔の道具があ
るかを知りたい。
•	いったい誰がいつどこでかいたのだろうか。ま
た、何のためにかいたのだろうか。びょうぶはい
つからある物なのか。びょうぶは日本でできたの
か。びょうぶを発案したのはいったい誰なのだろ
うか。
•	屏風の使われはじめたじきか使い方の工夫。
•	昔使っていた違うものをたくさんみてみたいで
す。実際にみたり今回みたいにつくるのもたのし
くてもう一回やりたいと思いました。
•	博物館の近くには何があるのか。博物館はどのく
らいてんじ物があるのか。
•	上野国立美術館へ行き、屏風や屏風ではない文
化財を見て、昔にあったことや今になっても続い
ていることを知りたいなあと思いました。

•	説明してくれた方は博物館でどのようなお仕事
をしているのか知りたいです。
•	他にはどのような屏風があるのか。どのようにし
てつくっているのか。どのように道具、素材でつく
っているのか。他にもどのようにして屏風をつく
られたのか、屏風の歴史についても知りたい。
•	屏風の起源や、いつから絵を楽しむものになった
か。屏風の種類はいくつあるか。屏風の絵はだれ
が書くのか。
•	こんどは上野のはくぶつかんに行って、本物の屏
風や土器を見てみたいです。また、松林図屏風を
書いた人の気持ちも知りたいです。
•	屏風以外の文化財にも知りたい。またそれぞれ
見てなぜそう思ったかの自分の思いを知りたい。
•	びょうぶは、本当にどれくらい風をふせげるかも
知りたいです。
•	どうやって細かい所をかいているのか。どのよう
な筆を使い、場所によって筆を変えているのか知
りたいです。
•	どうやってあれをかいているのか。自分たちがつ
くったのはスタンプでつくったけど筆でどうやっ
てどういうふうにつくっているのか知りたいです。

・	 もっと絵のおくぶかさをしりたいです。
・	 作者はどのような思いで描いたのか。松林図屏風
の他の作品を見てみたい。屏風に色をつけたも
のも見てみたい。屏風を実際に使ってみたい。

実施報告

機関名 中野区立美鳩小学校 （〒165-0034　東京都中野区中野大和町4-26-5）

利用者の目的・ねらい（図画工作担当教諭）

これまでに茶道など、社会科と図工が連携した授業を行っており、このプログラムを新たな取り組みとしてチャレンジしてみたいと思った
ため。本物の作品を用いた鑑賞の授業を行ないたかったから。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメールによる打ち合わせ。事前学習はなし、スクリプト案通りに45分で実施。制作した松林図屛風
は学校展覧会で展示。
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利用者の意見・感想・参加者の反応など

屛風は日常の中で馴染みがない家庭が多く、特に子どもにとってイメージがわきづらいという意見があった。反対に参加者から、子どもと
一緒にできて良かったや、馴染みがない分大変面白かったなどの意見が多かった。自走の自由な発想と、様々な工夫があり、楽しそうに参加さ
れていた。

実施報告

実施プログラム ①自分だけの松林図屛風を作ってみよう！
日時 2022年8月7日（日）10：00－11：00
参加対象・人数 18名（事前募集：ファミリーワークショップ　こども10名、大人5名）
実施場所（保管場所） 3階ホール・エレベーターあり（同）

利用者の目的・ねらい

コロナで修学旅行等も縮小され、文化財等に触れる機会を失った児童に機会を与えたい。国宝に触れる機会を増やし、子どもへの伝統文化へ
の意識を高める。

機関名 舟形町中央公民館 （〒999-4601　山形県最上郡舟形町舟形126）

参加者のアンケート内容紹介（利用機関による設問、一部抜粋　※すべて原文のママ）回答率：15/18

Q.	松林図屛風づくりを体験してどうでしたか？

たいへんよかった	 13名
よかった	 1名
ふつう	 1名

Q.	国宝にふれてみての感想はどうですか？

• 	和風できれいだった。
•	うれしかった。
•	こんなにすごいと思わなかった。すてきで、きれ
いだった。
•	心が豊かになる感覚がありました。写真ではわか
らない絵画の深み、おもしろいです。
•	どのきせつにも感じられて、とても自分で作った
のとぜんぜんちがいました。
•	いがいと思ったよりも重かった。
•	以外と重みがあった。昔の技術でも細かく作られ
ていると思った。
•	普段体験できない事を体験できて良かったです。
•	どういうような光で見るといいとかどのきせつ、
じかんをかんがえておもしろかった。
•	ちょっとよく分かんない

Q.	その他感想

• 	国宝というと難しいのかなあ～と思っていたけど
正解がないときいて、自由に楽しめそうです。
•	またやりたいと思った。
•	はんこでいろいろなところにすたんぷできてたの
しかったです。またあるのならまたしたいです。
•	文化財にふれる機会がなかったので今日参加し
てみて文化財と取り扱い方や光の色、天気などに
よってみかたが変わることを初めて知りました。
千年先まで文化財を残して欲しいと思いました。
•	楽しく自分の個性が出せてよかった。大きな作品
も作ってみたいです。
•	むずかしいと思ってたけどやってみたらとてもか
んたんで楽しかった。くふうしたところは、なんか
いもはんこをおしてこくしたりうすくしたりする
ところです。またたいけんしたいなと思いました。
•	山とかが上手にかけて、よかったし、スタンプも
きれいに押せて楽しかったけど、すこしむずかし
いと思いました。でも、とても楽しかったので、ま
た体験したいと思いました。そして、絵が好きに
なりました。
•	びょうぶ作りで色々な所を自分りゅうにできてた
のしかった。
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実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！
日時 2022年8月27日（土）・28日（日）　それぞれ90分
参加対象・人数 ファミリー3組（8名）+高校生以上7名+チルドレンキュレーター4名
実施場所（保管場所） 大会議室・2階・エレベーターあり（同）

実施報告

機関名 米沢市上杉博物館 （〒992-0052　山形県米沢市丸の内1-2-1）

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	今日の発見！おもしろかったこと、わかったこと
はありましたか？

• 	明かりで絵から受ける印象が全く違ったこと。
•	国宝かあ、ふーん、くらいで通り過ぎるかもしれ
ない屏風について、深く考えたり、感じたりでき
たよい時間でした。一色なはずなのに、濃淡によ
ってもう少し色彩があるように感じます。あたり
まえだけどうまいです。
•	明かりによって見方がちがくて、おもしろかった
です。
•	文化財は、昔の誰かが大切に使っていた物のこと
を言うということが発見でした。
•	見えるかくどによって、絵の見えかたがちがう
•	いろいろなことをしれたこと
•	家族で松林図屏風をつなげてみれたこと
•	光、空間の違いによって見えてくるものや、音やに
おいまで連動して想像がかきたてられました。ガ
ラス越しでは感じられないことですね。空調の音
が滝や嵐の音に聞こえ、シェードの重りが柱にあ
たる音が鹿威しの音に聞こえたのは不思議な感
覚でした。
•	みなさんの絵との向き合い方や感じ方のちがい
などが、私とはちがってとても良かった。たのしい
時間でした。

Q.	もっと知りたいことはありますか？

• 	屏風も色々あり、時代ごとの美のちがいとか流行
りすたりなど。
•	いろいろなびょうぶや、絵を知りたい。
•	どんな人が使ったのか、どんな部屋で使ったのか
きになりました。
•	どんなきもちでかいたのか
•	しょうりんずびょうぶをもっとみたい
•	できれば、これを作った人がどんな思いでこれを
作ったのか知りたいです。

Q.	参加してみての感想をお聞かせ下さい

• 	子供の手伝いだけでなく、親もワークショップに
参加してみて、大いに楽しめました。感想を話し
合えて有意義でした。
•	とてもたのしく参加できました。平面と立てた屏
風のときとイメージのちがいがすごくあるとわか
りました。ありがとうございました。
•	自分オリジナルの作品が作れて楽しかった。
•	作品を見て感じることを話する機会なかったの
で、新しい発見でした。
•	文化財の意味を知ることができて、保っていく姿
勢を知ることができたのでよかったです。屏風一
枚の見方、感じ方がこんなにも沢山あるのだなと
感動しました。
•	とてもすごくおもしろいたいけんをさせてくださ
りありがとうございました。

•	たのしくてやりやすかった
•	楽しかったです
•	オリジナル作品をつくれてたのしかったです。
•	1つの作品をじっくり見ることでいろいろなこと
を考えたりできたので、楽しかったです。
•	びょうぶについてより深く鑑賞できるようになった。
•	何かを作るのはおもしろい。工作や絵を書くワー
クショップは楽しく参加できる。
•	“自分なりの”という制作がとても難しかった。等
伯のすばらしさを感じただけに、等伯の作品の一
部が描かれている台紙に手を入れることにとて
も躊躇した。“自分なりの”で制作する時はやはり
1から自分で探さないと何を描いて良いか迷うな
あ…と感じた。
•	自分の手で、文化財をモデルにした屏風を作るの
は初めてだったけど楽しかった。自分なりの意図
をもって制作できたのでよかった。
•	あまり経験することのできない体験をすることが
できて良かったです。
•	展示会を深めるワークショップ、いいですね。これ
からも多くのワークショップを楽しみたいと思い
ます。
•	今回はずっと松林図屏風を通してさまざまな気
持ちや風景を感じることができました。ありがと
うございます。
•	作品を作る時間がもう少しほしい。
•	他の作品での体感をしたいと思います。

利用者の目的・ねらい

2022年7月27日（水）～9月16日（金）の間に実施した企画展　米沢市上杉博物館×綴プロジェクト「日本画をたのしもう－高精細複製が語る
名品の世界－」のワークショップとして実施

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

展覧会への複製品貸出とともに調整。メールでのやりとりのほか、前日に打ち合わせを実施。基本スクリプト案に沿って90分でプログラム
を実施。プログラム終了後には、上杉博物館のチルドレンキュレーターの皆さんに、実際に屛風の取り扱いを行ってもらいつつ特別解説を
行なった。
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参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	発見！びょうぶを見て知ったこと、面白いと思った
ことを教えてください。

• 	風神雷神の周りにあった黒い雲や白い布などが風
になびいていて、動いているようにみえて、不思議
に思いました。風神雷神の髪を近くでみてみると、
神が１本１本リアルに描かれていて大昔の絵なのに
すごいと思いました。
•	一見、遠くからみてみると色が違うだけであってほ
とんど同じように見えましたが、よく見たら角の本
数が違うなど細かい違いがいくつかあって面白い
と感じました。
•	風神と雷神は、とてもイメージが強く「屏風といえ
ば、これだな！」と思っていましたが、今回、初めて目
の前でみたら、思った以上に色が濃く、そして明る
い絵だったのでびっくりしました。
•	私はずっとこの絵を神ではなく、昔の感じで描いた
人なのだと思っていました。だから「風人雷人」かと
思っていました。でもこの絵を「神」だと思って見る
と、昔の人は、今の人みたいに神を白や金などと思
っていなくて、黒や緑など暗い色のイメージがあっ
たのかと、面白いと思った。
•	風神の勢いというか動きがすごいと思いました。か
みがすごく細かくかいていて、他の部分と少し違う
なと感じました。風神雷神の表情が笑ってるようで
も少しおこってるようでもあって面白いなと思いま
した。
•	入室した瞬間の空気は今まで1番おもかったです。
とても迫力があり自分は最初の光の方が好きでし
たが明るい方が見やすいです。
•	作者の思う風の神の風神と雷の神の雷神が向き合
っていて見たら空だと思えるように描かれていて面
白かった。
•	金箔、銀箔をはってから絵を描くと、金、銀の絵の具
をぬるよりもいっそう絵がはなやかになるから工
夫されているなと思った。
•	夏秋草図の絵と関連しているところ。風がふいてい
る絵の表は風神、夕立の後の絵の表は雷神で、作者
も絵もまったくちがうのに２つの絵がつながってい
て面白いと感じた。
•	昔の人が思っていた風と雷のイメージを、これを見
て少し分かった。植物をなぎ倒す風と大粒の雨に対
するイメージが出した迫力があって、面白かった。

•	風神雷神図と描いた人が違うので表と裏で雰囲気
が全然違っていて、作者が違うだけでこんなに印象
が変わることがびっくりしました。
•	このびょうぶには本当に驚きました。風神雷神図の
うらにこんなにきれいな絵が書かれていたことや、
初めて見たこともあってなんかびっくり箱のような
楽しさがあるとも感じました。
•	絵の上部に川のようなものが流れていて、その下
に草がゆれている所から、自然の美しさを感じまし
た。小さい花などから細かく描かれており、この絵
が100年後に描かれたと思うと、かなりすごい絵だ
と思いました。
•	風神の裏は風によって葉がゆれている様子がよく
伝わる絵で、何枚かの葉がとばされていて風神をイ
メージさせた。雷神の絵の裏は右上にある青いもの
は雨の降った後の水たまり、草は水てきがついてお
もくて下に下がっていて雨上がりをイメージしてい
て、風神雷神と関係があったというところもおどろ
きました。
•	私はこの絵を見た時、その場にいるようだと感じま
した。葉は風の方向になびいていてまだ温かい少し
寒い風がふいているようで感動しました。
•	左から右へ季節が移り変わっているのだと思うと
すごくおもしろいなと思いました。
•	植物の描き方がとても美しくて、立体的に見えま
す。そして川の線が金色で輝いているように見えた
のが面白かったです。
•	筆一本でこんなにも確実に表現されているところ
が面白いと思いました。
•	雨や雷をそのまま描かずに、草の様子や周りにある
もので表現していて、面白いと思いました。2つの絵
はつながっているように見えるけど、右と左で季節
が違って時の移り変わりが表されているのか考え
ました。
•	一つの物を描くときに輪郭を一息で(一筆で)かい
ているのが手馴れているようで美しいなと思いま
した。今とちがって筆で文字をかいていた時代であ
るのであたり前かもしれませんが、硬筆になれた今
の時代の私からすると柔らかい筆でこれほどの太
さのそろった線をかけるのは並々ならないことだ
なあと感動します。それから作者名の色が左右でち
がったり、二人の神のいる方が金を背景にしている
のに対しこちらは銀、神々のいる世の絵に対し、恐

らく夏秋草図は現世を指すものであったりなど、既
存の絵の作者をリスペクトしつつ感性で屏風に加
筆した作者の生きていた千年前がなんとなく伝わ
ってくる気がします。

Q.	もっと知りたいことはありますか？

• 	風神雷神の髪など細かい部分を大昔はどのような
道具で描かれたのかが気になりました。
•	雲のところをどうやったらあんなにきれいなかんじ
に描けるのかが知りたいです。
•	どのような順番で色をぬりどのような物でぬった
のか、金ぱくはどうやってはるのか、などが気になり
ます。過去にタイムスリップしてその場でみてみた
いです！
•	どうゆう理屈から風神と雷神があんな神様だと推
測したのかが知りたいです。
•	どうしてたくさんの神が存在するのに風神と雷神
を書こうと思ったのか？
•	どのようなイメージをもって風神と雷神を描いたの
か？
•	風神雷神図だけではなく、その周りにあった背景や
一つ一つの柄に着目してその絵に込められた作者
の気持ちを考えたり、知りたかった（くわしく）
•	先に書かれた表の絵にどんな感じで一体感をだし
たかを知りたかったです。
•	描かれている植物は、この絵が描かれた時代には、
季節の象徴だったのかなと気になりました。
•	この夏秋草図は何を伝えたかったのかを知りたい
と思いました。

実施報告

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
日時 2022年10月	12日（水）13：35－14：25

	 13日（木）9：45－10：35、10：45－11：35、11：45－12：35、13：35－14：25、14：35－15：25
参加対象・人数 200名（中学校1年生）
実施場所（保管場所） ランチルーム・3階・エレベーターあり（配膳室）

機関名 世田谷区立砧中学校 （〒157-0066　東京都世田谷区成城1-10-1）

利用者の意見・感想・参加者の反応など（美術担当教諭）

子どもたちは日本間、たたみ、ふすまさえ知りません。先日、急須を知らぬ生徒が半数ほどいたことにショックを受けました。日本のもの…とし
てのイメージをつくりたかったのですが、生徒皆感動しており、自然光や行燈の光の効果はすごいと思いました。また3年生には、ほぼ何も
言わずに光を変えて裏表のストーリーを考えるように促しただけでしたが、よく見ていました。知識より実物です！折り畳み、持ち運び等、
気楽にさせていただいたこと良かったです。

※29頁の特別支援学級と同日（初日）に実施

利用者の目的・ねらい

日本美術の入り口として、またレプリカではあるが本物に触れるがごとくの作品の鑑賞をさせたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメールによる打ち合わせ。事前学習はなし、スクリプト案通りに50分で実施。ただし、13日の最終回
のみ夏秋草図屛風から鑑賞を開始。事後に工芸（陶芸）に取り組み、日本の文様からの日本の装飾、しつらえからの水墨画、琳派の順番に学習
を行う予定。
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参加者の感想紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

（中1）
今まで絵を見ても、なんかすごいで止まっていて、
自分が何をすごいと感じるのか、本当に好きなの
か分かりませんでした。でもいろんな質問に対し
て考えるうちに、自分は屏風のどこが好きなのか
が、分かりました。とてもいい体験になりました。

（中３）
初めて間近で風神雷神図屏風を見たので、意外と
はっきり線が描いてあることを知った。平面的な
屏風から、風が吹いているとか、今いるのはどこ
か、描かれているのは人なのか、想像を膨らませ
るのが楽しかった。裏面に絵がある屏風も初めて
で楽しかった。

（高校1年）
非常に有意義な時間だった。自分一人でこういう
絵を見えると考え方、見方は一つに集約されてし
まうが、こんなにもいろんな見え方があって、そ
れが人それぞれで違うことを知れるなんてそうな
い。そして裏面に絵があったなんて初めて知った。
衝撃だった。人々が行き交う町を予想して裏面を
見たが、まさかの植物のみ、川みたいなものあっ
たが、まさかという感じだった。しかし解説を聞い
ていると、その一見物静かで感じることも少ない
その絵が思考の尽くされた傑作だと分かった。僕

はこの裏の絵は「好き」だと断言できる。来年もこ
の講座を受けたい。

（高校2年）
「風神雷神図屏風」を鑑賞した。中1の時にも鑑賞
した屏風であったが、その時は「かっこいい」くら
いにしか感じていなかった。「風神雷神図屏風」を
好きかと聞かれ、最初は好きだと思った。何しろ、
すごい屏風だし、迫力を感じていたから。でも近
づいて見てみて、顔の表情とか見ると、何故かは
わからないが、「あまり好きではない」と思った。
こんな意見に達した自分にも驚いた。自分の中に、
「すごい作品だから好きにならないといけない」
と思っていた部分があったのだろうと思う。学芸
員さんの質問に沿って考えると、自分の解釈がで
きていってとても面白かった。そういう質問を自
分でできるようになりたいと思った。そうすれば、
芸術がもっと楽しめるようになると思った。また、
中1の時には好きになれなかった「夏秋草図屏
風」が「風神雷神」に見劣りしないほど魅力的だと
思えるようになった自分に驚いた。
（先生による補足※彼は中学1年の時に京都から
借用した同じ屏風を鑑賞しています）

実施報告

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図/夏秋草図屛風
日時 2022年10月	26日（水）13：15－14：05、14：15－15：05、特別講座16：00－17：00

	 27日（木）8：40－9：30、9：40－10：30、10：40－11：30、11：40－12：30
参加対象・人数 310名（中学校1・2・3年生、高校生の希望者）
実施場所（保管場所） 特別教室・3階・エレベーターなし（同）

機関名 京都府立福知山高等学校・附属中学校 （〒620－0824　京都府福知山市字土師650）

利用者の目的・ねらい

美術鑑賞に興味関心を持たせる。中学生2年生が進路学習をしているので、文化財を守る仕事についても知ってもらいたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

メールにて事前打ち合わせ。通常授業内では先生の授業案に沿って行い、必要に応じて解説を挟む形で進行（授業案：①ワークシートを
用いて風神・雷神の表情を読み解く、②裏に描かれている作品があること説明、③自分だったらどんな絵を描くか考える、④夏秋草図屛風の
鑑賞）。特別授業については置き方を変えたのみでスクリプト案通りに実施。
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参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	作品を鑑賞して、分かったことや、面白いと思っ
たことはなんですか？

• 	光によって見え方が変わるのは面白かったし、日
光にあたっているときりがかった森みたいできれ
いだった。細部までかかないことで見る人に考え
させてるのが奥深い。
•	実際に作品を鑑賞して、細かいところまで描かれ
ていてとても見応えがありました。近くで見るこ
とができて面白かったです。
•	この作品を「春夏秋冬」をそれぞれ感じる人がいて
「朝昼晩」それぞれ違った。私は冬の朝だと思っ
た。その理由は、比較的濃く描かれた気を見たか
らだ。木の写真を見たとき、「朝昼晩」の木が作品
にもすべて描かれている気がした。
•	人によって色々な感じ方や考え方があるのだな
と改めて実感しました。またこのような国宝が実
際に使われていたものだと思うと不思議な気持
ちになりました。
•	今日一番大事だなと思ったことは、作品を「美術
品」として見るのではなく、「誰かが使っていた道
具」としてみることです。大体美術館でみる作品
は近づけば近づく程繊細に見えて、凄いなと思
うけど今日初めて見た松林図屏風は近づいた時、
自分が思ってたよりも線が荒くて悪印象だった。
でもがっかりした気持ちはなくて、そういう風な
気持ちにさせる作品を面白いと思いました。
•	水墨の明暗や空間を感じられてすごいなと思い
ました。光の加減で見方がかわっていくのが味わ
い深いなと思いました。
•	西洋的リアリズムと対極性を見せたこと。
•	初めて見たけど、空気感というか、日本どくじの
美が伝わってきました。
•	1時間の間に印象が何度も色々な方向に変わる
ことが面白かったです！屏風を使っていた人たち
の情景も、絵の中の季節、時間などはじめの印象
とはがらりと変わりました。もっと長い時間静か
に見ていたいと思いました。
•	はっきりと描かれている木は近い距離に、うっす
らと描かれている木は遠い距離にあるように感
じる表現方法だったと思いました。すべてをはっ
きりと描くのではなく、色や線をうっすら付けた
りするだけで、自分の頭の中でその周囲の風景が
想像できるのが面白く、作者の表現方法に感心し

ました。
•	西洋の作品は空白が少ないイメージがあり、やっ
ぱり日本画は空白が多いと感じた。空白に何があ
るのだろうと想像が掻き立てられた。
•	屏風は近くで観れば観るほど奥行きを感じる。絵
の中にはどのような光景が広がっているかを考
察できる。
•	すみ、黒だけなのに引き込まれるような表現に驚
いた。
•	同じ作品でも、あかりが違うとすごく違って見え
るんだなあと思いました。濃淡で奥行きが表せる
ことがすごくわかりました。遠くから見るのと近
くで見るのとは、かなり違うだなと感じました。
•	初めて屏風を近くで見たのですが、すごくはっき
り見えてきれいでした。
•	絵画には正解がなく、皆それぞれの解しゃくで良
い事が分かった。
•	筆先や面を使って描かれていて面白いと思いま
した。
•	きりやもやがかかっているように見えるのがとて
も良い味を出しているなと思った。

Q.	もっと知りたいと思ったこと、興味をもったこと
などありますか？

• 	美術館や博物館に展示されている貴重な品々が
展示できているのは、その品一つ一つに関わった
人達が大変大事に扱ってきたおかげなのだなと
思いました。
•	今回の作品だけでなく、また違う他の作品も観て
みたいと興味を持ちました。
•	作品を鑑賞するときに研究された事実を知るこ
とも大切ですが、自分の考えを大切にすることが
重要だと感じました。なのでたくさんの作品を鑑
賞して、自分の考えを持ち、自分の感性を磨いて
いきたいと思いました。
•	他にどのような文化財があるのかや、美術博物館
についてとても興味をもちました。
•	今まで何故屏風に絵なんて書くんだろうと思って
いましたが、折り目、蛇腹折りになっていることで
木の立体感が感じられて屏風の意味がわかった。
もっと色んなデザインの屏風をみて使っていた
人の性格や好みを想像したいと思った。
•	美術関連にあまり詳しくないけど、今回話を聞い

て作品の鑑賞をしたらプライベートで見た作品
よりも違って見えた。今度、美術館に訪れてみた
いと思った。屏風のミニチュア大事にします。
•	お話で、元々は誰かが使っていたものと聞いて確
かにそうだと思った。屏風のすてきな所を知れま
した。
•	水墨画が後世の美術史に及ぼした影響。
•	実際にかかれた場所に行ってどんな景色が見え
ていたのか知りたい。
•	作品が生まれた経緯。作品に込められた意味、
表現。
•	文化財産を身近に感じることができる施設はあ
りますか？
•	自分と他人との意見が全く違い、その人の境遇が
現れているようで他の意見をもっと知りたくな
った。
•	文化財と聞くと代々大切にされてきたものとい
う印象しかなかったけれど、今日話を聞いて誰か
が作って誰かが使っていたものということを知っ
てただ大切にするだけでなく、受け継いで残して
いくようにするということが大切だと思った。
•	屏風作りたのしかった。それぞれの個性がでて楽
しかった。
•	墨の濃淡のつけ方、スタンプの上手な押し方、霧
の表現のしかた。
•	さわってどんなかんしょくかしりたい。
•	びょうぶのことについて形とか色とかもっと見て、
勉強したいと思いました。
•	水墨画に興味を持ちました。美術館に行って、作
品をもっと見てみたいと思いました。
•	どこから描きはじめたのか興味を持ちました。

実施報告

実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！（中学1～2年生）
③見て、感じて、楽しむ松林図屛風（中学3年生・高校1年生）

日時 2022年11月8日（火）9：00－9：50、10：00－10：50、11：00－12：50、13：50－15：40
参加対象・人数 96名（中学校1・2・3年生、高校2年生）9：00－9：50
実施場所（保管場所） 美術室・1階（美術準備室）

機関名 東星学園中学校高等学校 （〒204-0024　東京都清瀬市梅園3-14-47）

利用者の意見・感想・参加者の反応など（美術担当教諭）

画像ではなく本物（レプリカ）を前にしながらの授業は教育効果が高いと実感しました。意欲的に取り組み、楽しんでいたように感じています。

利用者の目的・ねらい

歴史、美術の授業において日本の伝統文化や伝統工芸作品の学習に取り組んでいるので、国宝の複製にじかに触れることによって、作者の
意図やその歴史的な背景を感じ、新たな学びを得るため。また、教員の鑑賞授業のスキルアップ、文化財の理解を図る。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメールによるやりとり。2プログラムの実施であったが、いずれもスクリプト案通りに実施。ただし
高校生については「文化財について」「文化行政の課題」についても伝える。事前学習では作品については触れすぎないように情報を少なめ
にしたとのこと。
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実施報告

実施プログラム ④絵で読む平家物語
日時 2022年11月30日（水）8：45－9：35、9：45－10：35、10：45－11：35、11：45－12：35
参加対象・人数 127名（中学校2年生4クラス）
実施場所（保管場所） 多目的ホール・3階・エレベーターあり（同）

利用者の意見・感想・参加者の反応など（校長先生）

生徒に大変わかりやすい内容となっているように思います。しっかりとした鑑賞態度であり
ました。東京国立博物館のPR動画があれば、生徒に事前に視聴させられ、さらに意識を高
められるかもしれません。2年時に学ぶことにより、3年時にある修学旅行（奈良・京都）での
文化・芸術に対しての鑑賞態度やマナーにも良い影響があるように思います。

その他

記録撮影：	当該学校での実施記録を	
YouTubeの文化財活用センター
チャンネルで公開済み

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	平家物語を絵で見て気付いたこと、知ったこと、
面白かったことは何ですか？

• 	右から左にいくにつれて物語のようにその場の
状況が分かるということ。明かりによって見え方
がちがうこと。扇の的が射抜かれている瞬間と、
その射抜いた矢が見えておどろいた。
•	絵の中に、物語がつまっていて１つ１つの表現に
も背景があることを知りました。
•	実際に授業ででた所や武士と貴族の差などがさ
がして見たりして楽しかった。
•	国語や社会の教科書で行っていない内容知るこ
と、学ぶことができていい経験になった。詳しい
説明つきで絵の内容、時系列がよく分かった。
•	平家物語といったら文で読むことだけだったが、
屏風をよく見ると敵、味方の位置関係などがよく
分かって面白かったです。
•	光のあてぐあいでみえかたがかわり、人がキレイ
にうつったり暗くうつったりしていたことや、国
語でならう平家物語だけではなく社会でならう
歴史もすごく関わっているっておもった。実際に
みることで印象にものこってよかったです。屏風
の歴史にもふれることができ、もっといろんな屏
風をみて2枚しかなかったけど他の2つのできご
とについてもまなびたいとおもった。
•	近くでよく見るとちゃんと人の顔(表情)などが
細かくかかれていて、すごいなと思った。躍動感
があって見ていて飽きがなかった。
•	源義経と弁慶が描かれていたこと。蛍光灯の明か
りではなく、太陽光や月を模した照明で見たこと
で金箔が輝いて見えた。何百年も前の人と同じよ
うな体験ができた。
•	授業で学んだ「扇の的」のワンシーンがでてきて
面白かった。今日まで、日本のものなのに外国の
博物館にあるのはなぜだろう？と気になっていた
ので、理由が知れて良かった。
•	国語の授業で行った扇の的など自分の知っている
事柄を絵としてもう一度学習することができて面
白かった。びょうぶは博物館においてあるもので
しか見たことなかったけれど、色々と明かりの調
節で違った見え方をしていてとても面白かった。
•	最初に絵を見た時に、肌が白い人と赤い人がい
て、個の違いでそうなっているのか、と疑問に思っ
たが、それが知れてよかった。また、一つの絵にい
ろいろな逸話がはいっていたのは、興味深かった。
•	平家物語は、扇の的や一の谷の戦いなど、屏風に
描かれているものだけではなく、様々なエピソー

ドや勉話があるのだなと知り、とても面白かった
し、また、今度は国立博物館に足を運んでガラス
ケース越しに屏風を見てみたい。
•	絵画は周りの光によって見え方や印象が変わっ
ていて、良いものだなあと思いました。遠くから
見たときと、近くから見たときに顔の見え方や煙
が全然違っていて、近くから見たときは緊迫感や
迫力があった。
•	本物かと思って焦った。レプリカの完成度高す
ぎ。1人1人名前が分かるほど特徴をとらえてる
のはすごいなと思った。人の描き方も今とは何か
が違って面白いなと思った。
•	同じ色を使っているのに折り曲げられていると明
度が明るかったり暗かったり色の雰囲気が変わ
った。てらされる色によって絵の温かみや雰囲気
が変わり光の効果を感じた。また折り曲げている
ので平面的な絵がより立体的に見えた。１つ１つ
の絵に物語があり当時の様子や雰囲気に思いを
はせるのは楽しくあっという間に時間が過ぎた。
•	社会科室にも今回見た絵の小さいverがあるの
ですが、その中にたくさんの状況や場面があるこ
とを知り、1枚の絵だが何枚も見ているような気
持になった。
•	一つの絵にいくつもの物語がつめられているこ
とを知ってびっくりした。明かりの種類によって
見え方が異なっていて面白い。大きなものにきれ
いな絵で圧倒された。描いた人はすごいなと感心
しました。
•	屏風の絵を見ていると昼や夜、朝の違う時間帯
に見てみると、まったく違うように見えるという
ことに驚いた。授業で習った「扇の的」の部分がで
てきて面白かった。また、知らない話も聞けて勉
強になりました。

Q.	もっと知りたいこと、疑問に思ったこと、興味を
持ったことはありますか？

• 	このような屏風は誰が描いたのか？どうしてその
状況がそのまま残されているのだろうか？(当時
は写真もないハズなのになぜそんな状況だった
と描いた人は分かるのか)
•	1つ1つの物語のつながりが知りたい。
•	他にもどんな文化財があるのか知りたい。
•	平家物語以外の屏風も見てみたい。
•	なぜ戦いの様々なルールがあるのか。あの戦いは
どのくらいの人数で戦ったりしていたのかが気に
なった。

•	屏風は国宝になっていたり、重要な物としての
こっている物が多いのはなぜか知りたくなった。
（当時はただの道具として使われていたのに…）
その他の文化財や国宝を見てみたいと思った。風
をさえぎったり、部屋の仕切りのための道具なの
になぜあんなに豪華な柄になっているのか疑問
に思った。
•	国語で教えてもらったことや、これから習うこと
を学べて、そして平家物語だけではなく、絵のこ
まかいところをみて自分で発見したり、いろんな
学びができました。歴史のものはどうあつかう
か、光のあてぐあいでや色で明度がかわったり、
たのしみながらできしらないものへちょうせんし
たいとおもいました。
•	授業で習った所以外にも、どんな場面があるのか
もっと知りたいと思った。
•	持ってきてくださったレプリカが本物とそっくりで
見分けがつかなかったので、レプリカをつくってい
る人はどんな人か興味を持った。また「平家物語」
だけでなく他の絵も見てみたいなと思った。
•	どれくらいの期間で作り上げたのか気になった。
今より少ない技術で現代に負けないくらいの絵
がかかれていて職人の腕は今よりすごいものが
昔あったことに興味がわいた。
•	もっと歴史を勉強して楽しみたいなと思った。
•	平家物語にもっと興味をもてました。
•	琵琶法師の歌付きでみたくなった。
•	今日来てくださった学芸員さんの話をきき、学芸員
とはどのような仕事なのか気になった。また、日本
にどのくらいの学芸員さんがいるのか知りたい。
•	屏風をこんなにじっくり見たのは初めてだったの
で、もっと世界にはどんな屏風があるのだろうと
気になりました。屏風にはどんなひみつがかくさ
れているのか気になった。

機関名 世田谷区玉川中学校 （〒158-0091　東京都世田谷区中町4-21-1）

利用者の目的・ねらい

日本の文化を学ぶとともに、自国の文化を語ることができる人になることを目的としたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ1回、ほかメールによるやりとり。スクリプト案通りに実施。事前学習として国語科の授業において平家物語が
履修済みとなるように調整。
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実施プログラム ④絵で読む平家物語
日時 2023年	 1月12日（木）9：30－10：20、10：30－11：20、11：30－12：20

	 1月13日（金）9：30－10：20、10：30－11：20、11：30－12：20
参加対象・人数 264名（2年生6クラス）
実施場所（保管場所） 試食室・1階（同）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

授業で文字から『平家物語』を理解し、それを絵で再度味わるという流れでとても良かったと思います。さらにプログラム後、再び作品を全員で音読しました。
古典の世界や歴史に対する興味だけでなく、博物館に行ってみたい、他の屛風も見てみたいというような幅広い関心につながったことは大変良かったと思い
ます。みなとても感動し、楽しかったようで、更に色々見てみたいという感想が多かったです。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	平家物語を絵で見て気づいたこと、面白かったことは
何ですか？また、もっと知りたいこと、疑問に思った
こと、興味を持ったことはありますか？

• 	絵で時の流れや位置を示すのができるのを初めて知
った。金箔がたくさん使用されていて、豪華だった。
•	見る高さ、場所、または照明の色によって何が見える
か、どう見えるか等、変化があったところが面白かっ
た。また、屏風の視点が雲の上からだったので、俯瞰
できる感じが好きだった。平家物語をよく読めば個人
を判別することができるほど、細部まで書き込まれて
いると知り、器用だし丁寧ですごいと思いました。持
ってきていただいた屏風は一の谷のたたかいと屋島
のたたかいのものでしたが、他の場面も存在するので
しょうか？
•	一枚の絵の中で時間が流れるというのがとても興味
深かったです。屏風という大きな絵だからこそできる
表現だと思います。逆に、大きな絵なのにモブの顔や
細々とした装飾まで描き込まれていて感動しました。
•	物語の文章では時の流れや感情を文字で表せること
ができるのに対し、屏風では絵でしか表すことができ
ないのに、物語を表していてすごいと思った。近くで
屏風を見てみると、1つ1つ馬や人や船などが細かく
描かれていて、誰かもわかるほどていねいに描かれて
いて感動した。
•	とても精密に描かれ描写も丁寧かつ忠実だった。どれ
も差別化はされてはいるものの、全体的に人も馬も
似ていた。そして、明暗や陰といった描写がなく、イラ
ストのようだと思った。
•	川や海の流れ、射た後の矢、煙が多めの炎、屋根の細
かい模様などどれも細かくて、ぼんやりしていたけれ
どしっかり描かれていて驚くと同時に「うわあ、すご
い」と興奮しました。また、人の顔の近くに名前が書
かれていて、授業でやったことのある名前を発見した
時は「この人こんな顔なんだ」と感じました。敦盛は思
ったより美少年ではなくてがっかりしたり、直実の方
も何か違うなと思ったり、扇の的の扇を持っている人
は結構イメージ通りだなと思ったり、、、人それぞれに
様々な感想を持ちました。右から左に時が流れている
とおっしゃっていたので、源平合戦の屏風を集めて並
べて一気に見てみたいなと感じました。
•	特に面白いなと思ったのは、屏風の右側から左側に
向かって時間の流れがあるということです。また、右側
が兵庫県で起きた戦い、左側が香川県で起きた戦い、
ということは真ん中の海は瀬戸内海である、という地
理的な見方もできるのだということに驚き興味を持

ちました。また、絵をかいた人以外から見ても誰がど
の登場人物なのか分かるほどの再現力というか平家
物語への忠実さが凄いと思った。
•	屏風が前向きと後ろ向きどちらにも折れることは初
めて知った。金色で雲のところも陸のところもどちら
も表現されているのが興味深かった。扇の的と一ノ関
の戦いに注目して見たけど、どちらも場面が忠実に再
現されていてすごかった。

Q.	授業を受けて考えたこと、感じたことはありますか？

• 	たくさんの人の手で守り、伝えられてきた日本の伝統
文化を大切に後世に残していく必要性を痛感した。普
段見ることは少ないが、だからこそきれいだと思った。
•	平家物語と源氏物語は2つで1つみたいな、とても良
くない認識を小学生の時してしまっていたので、今回
の授業で改めて全く別物なんだなと分かりました。座
って全望を眺められたので、当時の人と同じようなア
ングルで見れてとても楽しかったです。
•	複製だとギリギリまで近づいて見られる、というメリ
ットを初めて知りました。レプリカという名前自体安
っぽい印象を受けますが、高度な技術を使っているた
めかほとんど本物のようでおどろきました。
•	武士は逃げてはいけないとか平家物語はほとんどの
人が知っている作品だったとか、今と昔で価値観や常
識が全く違う中で一枚のびょうぶを通じて同じ景色
を見て、同じ物語に触れられたということが何だか嬉
しかったし、この先何千年先もの未来でも同じことが
起こっていたらいいなと思った。絵や美術作品などを
見る時はそのものの美しさとか技巧とかそういうも
のに注目してしまうけど、歴史の重みというものも面
白いなと感じた。
•	私がこの授業で1番感動したのが、屏風の絵を3種類
の光で見たことです。行灯の光、月の光、試食室の光、
この3つの光を好きな順に並べると、行灯の光＞月の
光＞試食室に光　という感じです。行灯の光は色が
とてもあたたかくて、光の当たっている明るい部分と
当たっていない影の部分のバランスが絶妙で幻想的
で、、、心が洗われて、清らかな気持ちになりました。月
の光は、行灯の光と同じく、光と影のバランスが私の
好みです。そして、行灯の光が橙系のあたたかい色に
対し、月の光は青白い透き通るような光で孤独や寂し
さを感じさせるような感じがしました。心が落ち着き
ました。試食室の光は全てに平等に光が当たっていて
幻想的な感じが無くなり、あまり好きではないなと思
いました。教科書でやった所にもやっていない所にも

目を閉じて耳を澄ませ、場面を想像すると音が聞こえ
てきたし、空気も感じました。もっと色々な絵を見た
いです！！
•	国Bの授業で習った場面が屏風に描かれていたけれ
ど、授業の時とは異なる見方ができた。やはり絵なの
で、色使いが大切になってくるけれど今日見た屏風は
特に色使いが丁寧で見ていてとてもきれいだった。昔
の人々の感性はとても豊かだなと感じた。現代では製
作できないような芸術作品もたくさんありそうだな
と思った。
•	授業で習ったものを知識として留めておくだけでなく、
今回の授業のように本体を見てより詳しく解説を聞
くことによってより理解を深めることができたと思う
ので、自分でも美術館や博物館に行ったりして、もっ
といろんなことを知りたいと思いました。また、床に
座ったり、照明を当時と近づけたりと、当時の人たち
と近い状態で見ることによって、昔の人はこんな感じ
だったのか～と思って新鮮な気持ちになりました。
•	価値観が変わることで物語の受け取り方も書かれ方
も変わるという関係があり、作品によって時の流れで
その価値観が変かしたものとしないものがあるという
点が興味深かったです。また私が大きくなったら東京
国立博物館でこの屏風を見てどのように感じるか試し
てみようと思います。一つの道具(文化財)からその当
時の人の教養や価値観まで分かってしまうかと思うと、
古典作品ってすごい、面白いと思いました。当時のよう
に今の生活でも芸術と、当時における月の光のような
自然と共に生きれたら素敵だなと思いました。
•	屏風を見ながら「○○はこういう気持ちだったんだろ
うなあ」と想像を働かせるのはとても楽しく、このよう
に私たちが今楽しめるのは昔から屏風を守り続けて
くれた人達のおかげだと思うと、文化財を守るという
のはとても大切なことなのだと感じました。先人の人
達が守り続けたものにはとても価値があると思うの
で、機会があれば、上野まで足を運んでみたいです。

実施報告

機関名 豊島岡女子学園中学校 （〒170-0013　東京都豊島区東池袋1-25-22）

利用者の目的・ねらい　

中2の古典で「扇の的」「敦盛の最期」を学ぶ。東北宿泊研修で平泉を訪れる。など平家にまつわることに多く触れるため、更に教養を深めさせたい。また現在
クロスカリキュラムにも注目しているので、社会科や美術とも共有したい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ1回、ほかメールによるやりとり。スクリプト案通りに実施、アンケートは授業後に記入。事前に古典の授業の中で『平家物語』
を音読し、臨場感あふれる描写であること、語りによって伝わり続けたことなどが理解できるように心がけ、また、歴史とは異なる文学としての趣深さがあること
を伝え、芸術にもつながるよう導きつつ、当日のプログラムは明かさずに事前学習をしてくださったとのこと。
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参加者のアンケート内容紹介（先生による設問、一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	今日、びょうぶを見ながら、発見したことや気付
いたこと、想像したことを書きましょう。

（風神雷神図屛風）
• 	戦ってるかんじ。雨がふって暴風がふいてて2人
が暴れている。音もはげしい。
•	暗いときで見るとはくりょくがあり、近くで見る
とかみの毛がとても細かいです。
•	1つの色に見えるところが近くで、みるといろん
な色が使われているように見えました。
•	みてみて、わたしはおにに見えました。力強くか
んじました。
•	力強く太っていた。
•	いろんな角度から見てみると色合いがちがった
り、鬼にも見えたり、神様にも見えました。
•	かみのけは、せんを一本づつきれいにかいてあっ
て、目がまんまる
•	戦っているようすみたいだなと思いました。わた
しは最初はらい人がおいかけられてて、次はまち
かまえてたと思いました。
•	目と目が合うようにしたり、戦う風にするために
バランスやはく力をつくっていてびっくりしました。
•	らいじんは風でふうじんはかみなりみたいでとて
も「かっこよかった」です。
•	とてもはくりょくかあって絵だとは思えないくら
いとびだしてきそうでした
•	力強さやみためがライトの色やみるきょりかくど
でかなりかわっていたのでよかった。
•	暗いオーラ見たいなものが暗くてけっこうかっこ
よかった。明かりが照らしてる感じでよかった。
•	2人の神様がたたかっている様子を想像しまし
た。雷神はたいこをものすごい音てたたいてい
て、風神は風をおこしながら走っているところだ
と思います。どちらもはくりょくがあってとてもか
んどうしました。
•	よく見ると、風神と雷神のかみの毛が細かく、糸
状になっているように思いました。風神には牙が
ないけど、雷神には牙があった。
•	雷神と風神は今から大雨をふらせようとしている
ように思いました。雷神は角を二本生えていて、
風神は角を一本はえていることに気づきました。

（夏秋草図屛風）
• 	水滴を描かないで、草や花が雨の後の様子がか
かれていました。
•	雨やかぜがふいてもかれないのがすごいとおも
った。
•	雨でできた水たまりや、きれいな花がとてもよく
わかってきに入りました。
•	とてもうまく雨と風を表していた。花と草がとて
もきれいだった。とても考えながらかいたんだろ
うなと思った。
•	絵の意味を知るとすごいなあと思いました。
•	視線の角度で草のたおれぐあいがかわりました。
雨がふった後を表しているのでみているとすずし
くかんじました。
•	作者は風神雷神の絵をすごくよく見て夏秋草図
をかいたことが伝わってきました。
•	はっぱやお花がとてもせんさいにかかれていて、
本ものの草花みたいでした。かきかたにきょうみ
がわきました。
•	あざやかな色と花で裏に書かれている事の努力
とのきづながかかれていいなあと思います。

Q.	あなたなら、風神雷神の裏に、何を描いてみたい
ですか。

• 	暴風がふいていていろいろなものが飛ばされて
いく様子。
•	富士山の近くの海で津波がおきている様子。
•	かみなりが村に落ちている様子。
•	台風のような天気で風の強い雨がふっていてか
さをさした人を描く。
•	風がくそふいているかんじのえ
•	風をたくさんかいてみたいあとは風がふいても、
たおれないような草をかく。
•	かぜで、せんたく物がとばされるかんじをかきた
いと思いました。
•	すなけむりがまうほどのたつまき
•	うしろすがたをそうぞうしてかきたいです
•	あめがふっていてまちがあれているかんじのえ
•	花や草が風でなびいている様子を描いてみたい
です。

•	風に吹かれている森の木をかいてみたいです。
•	昔の家にいる身分の高い人構に風神の絵、外の
植物、風のえいきょう。
•	歩いている女の人の所に風がビュービューなっ
ている所でふんばって歩いている絵。
•	風でものがとばされているえ
•	私は風おおわれているかんじの町を書きます。
•	戦争しているじょうきょう。
•	わたしなら風とくもと雨を描いてみたいです。理
由はおもてがたたかっているかんじだったからく
もと雨を描いてみたいです。
•	頭にパラシュートのようなものをもっていて、い
かにもとんでいるような気がしました！！
•	人がたっていて風で人の服がひらひらゆれている
えをかきたいです。
•	たつまきがおこって、とても風がふいて、たくさん
の家をふきとばすところが想像できました。
•	ケンカのその下でおこっていることがかきたいで
す。木がたおれ、草や花もバラバラになっていて、
いえとかもこわれちゃっているような世界。
•	風で物がゆれている感じとか風をイメージした感
じを描いてみたいです。

実施報告

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
日時 2023年1月19日（木）13：20－14：05、14：10－14：55
参加対象・人数 57名（小学校5年生2クラス）
実施場所（保管場所） 図工室・校舎2階・エレベーターなし（図工準備室・校舎2階）

機関名 葛飾区立川端小学校 （〒124-0013　東京都葛飾区東立石1-2-1）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

授業内容は良かったです。子供たちの発言を促してくださったり、発言に対して問いを返してくださると、更に考えが広がって、違う視点からの
発言が増えていったように感じました。多くの児童が興味をもって鑑賞していました。ワークシート（※註：アンケート）にも気づいたこと、想像
したことをたくさん書いていて、心が動いていたことが伝わってきました。こんなに近くでじっくり見る経験はとても貴重です。今後、美術館・
博物館で鑑賞するときに、きっと思い出して、自分なりの見方をしようという気になると思います。

利用者の目的・ねらい

風神雷神図風を鑑賞。何をしているか、どんな気持ちか、何を見ているか、何か言っているとしたら、などを作品から想像させたい。その後、
図工の授業で、風神・雷神に自分が想像したことを組み合わせて、絵に表す活動を行ないたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ1回、ほかメールによるやりとり。スクリプト案通りに実施、アンケートはプログラム中に記入。事前学習は
行わず、事後に絵に表す活動を行なったとのこと。
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参加者のアンケート内容紹介（先生によるワークシート制作、一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	解説を受けて興味を持ったこと、面白かったこと、
	 発見したこと

（風神雷神図屛風）
• 	夏秋草図屏風と対になっているのが面白いと思った。
銀と対になるように金ぱくをはってあって、とことん
対にされているかんじがした。
•	雷神は身体が白色で帯の色が緑だが、風神は身体が
緑色で帯の色が白だ。髪質が同じ。
•	解説を受けて、私はこの絵の風神と雷神のデザインに
ついて興味を持ちました。それぞれ力を使うための道
具を持っていたり、顔のデザインが個性的で面白いと
思いました。
•	鑑賞してみて、私は風神と雷神はそれぞれ動物をイメ
ージして描かれたのかなと思いました。
•	表側はとても勢いがあって力強い感じがするが、うら
側はとても静かなふんいきで、正反対なのに統一感
があって面白いと思いました。また、ぱっと見ただけで
どちらが雷でどちらが風かすぐにわかり、工夫がされ
ていると感じました。
•	迫力があってものすごい発想が昔の人にはあるなと
感じました。2人の神様はこの風の強い上空で何をし
ているのだろう・・・？という疑問がわき、考えていると
たくさん想像できます。戦ってるのかな、それともこの
世について語り合っているのかな、それとも踊ってい
るのかな、と、想像するのがとても面白いです。
•	風を袋で、雷を太鼓で生み出すと表現するというアイ
デアが面白いと思いました。
•	お互い下を見て人間たちに向けてやっている様子が
現れていると思いました。
•	風神雷神図は見たことがありましたが、それとはまた
違った書かれ方をしているなと思いました。例えば表
情だったり、皮膚のたるみが違うように見えました。
また、布で風を表見していることや、太鼓などそれぞ
れの抽象的なものが描かれていて、見てすぐに風神雷
神図だとわかりました。
•	右と左の絵で体の色が違う(左：白、右：緑)のがとて
も面白いなと思いました。また、夏秋草図屏風の方と
全然違う雰囲気の絵なのも興味深かったです。そし
て、こっちの絵が表（おもて）で夏秋草図屏風の方が裏
（うら）なことにとても驚きを感じつつも納得できま
した。
•	災いを吹きとばしてくれそうな迫力のある絵だなと感
じた。腕や足がゴツゴツしていたり、歯がとがっていた
り、人間と違う部分が鬼のようなものを連想した。
•	雷神が風神の攻撃に対し、足をふんばって対抗してい
るように感じられました。また、風神がまるで屏風の
右側からとび込んできたような躍動感があるなと思

いました。

（夏秋草図屛風）
• 	草が垂れ下がっている感じで季節を表しているとこ
ろ。直接季節のものを描かないところが素敵だと思っ
た。光によって見方が違うところが面白いと思った。
•	天の川みたいなものがあった。全体的に草が下側向
いていて悲しい気持ちの絵に見えた。
•	解説を受けて、私は作者の技術や考えに興味を持ち
ました。風神の裏は風がよく吹く時期の花などの植
物、雷神の裏は雷が多い時期の植物を描いていて、
色々な事が考えられてるのだと感じました。また、植
物が吹かれていたり、雨上がりでしなっている感じも
表現していて感動しました。
•	右側の屏風と左側の屏風で季節が違うということに
気がつき、屏風に描かれているもの一つ一つに意味
があるということに関心を持った。また、実際に近く
でよく見ないと気がつかないことも多かったので、お
もしろいなと思いました。
•	上の青いものが川だと思っていたら水たまりで、夏を
よく表していると思いました。花の色が彩やかで、葉の
しおれ方も本物そっくりでとてもすごいと思いました。
•	草が左右で向いている向きがちがう。秋と夏で工夫さ
れている。川だと思ったけど水たまりだった。秋のほ
うがすこし風が強いところ。夏のほうが草がたれてい
るのは水てきの重さで下をむいてしまうから。
•	私はまずこの作品を見て、川と川岸にある植物だと思
いました。左側の作品ではすすきや紅した葉があった
り、右側の作品ではユリや昼顔だったりと四季折々の
植物がよく見ると書かれてあって面白いなと思いまし
た。解説を聞いて天候を表していると知ってからは見
方が変わり、雨や風を想像することができました。
•	この作品を作るのに、色々考えられていてすごかった
です。後ろの風神雷神に対応していると聞いてなるほ
どと思いました。後から描いた人はすごくきんちょう
しただろうなと思いました。
•	明るさなどによって絵の見え方が全然違うのが面白
いなと思いました。また、右と左の絵で季節が違うと
いうのも作者の意図がとても気になるポイントでし
た。そして、絵を近くで見ることによって葉脈などの細
かい部分も見えて、この絵への興味がさらに深まりま
した。
•	葉の上に水滴を描かなくても雨の降った後だと分か
るように表現できるのがすごいなと思いました。初め
て見たときは元気の無い植物達だなと思ったのです
が、解説を聞いて雨が降った後だと知ると、右上に水
が流れていたり葉が萎れている理由が合致してより
趣深く感じる事が出来ました。

•	有名な画家の裏面に絵を描くということは99.9％自
分の絵が有名な画家(尾形光琳)の絵と比べられてし
まうので、下手したら職がなくなってしまいます。なの
で、酒井抱一はある程度自分に自信があったのだなと
思いました。また、風神雷神図屏風に合うよう風神の
裏は風が吹く秋をイメージし、雷神の裏は雨が降る夏
をイメージしているところがすごく考えていてすごい
なと思いました。
•	描かれている花で、しっかりとさいている花もあれば
これから咲く花もあった。
•	解説を受ける前に季節感を想像したときに雨上がり
の湿気の多い夏を連想しました。離れて見ていた時は
もみじの葉がてんとう虫に見えていたが、近づいたら
秋を感じるような絵だった。右側は雨上がりの夏を連
想したのは、草がつゆを表現していて、雨上がりを感
じたことを聞いて、驚いた。有名な人の絵の裏に適し
ている、面白味のある絵だなと思った。
•	描かれている花などの種類から、夏と秋を読みとれる
のがすごいと思った。言葉を使わなくても伝わるから
今の時代まで受け継がれてきたんだなと思った。
•	葉脈の構造が想像していたよりも細かく鋭く描かれ
ていて、物の形がはっきり分かるような印象を受け
た。色の区別のされ方もはっきりと分離されているよ
うでどちらかというと実際に描いたものというよりは
作り物を感じた。
•	あえて背景、草花の雰囲気を似せることで、1つの絵
にも見え夏から秋へと季節が移り返っているのを表
現しているのではないかと思った。人や動物はおら
ず、静かな雰囲気が感じられるなと思った。このこと
から夜や、早朝などの、人間のいない自然の姿を写し
ているのかなと感じた。青い模様(右上)が裏の雷神
が乗っている雲につながっているというふうにもとれ
るなと思った。

実施報告

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
日時 2023年2月9日（木）8：40～9：30、10：40～11：30、13：20～14：10、14：20～15：10、15：20～16：10
参加対象・人数 215名(中学校3年生5クラス)
実施場所（保管場所） なでしこホール・第2校舎2階・エレベーターあり（同）

機関名 田園調布学園中等部 （〒158-8512　東京都世田谷区東玉川2-21-8）

利用者の意見・感想・参加者の反応など

風神雷神図を見る時間も長く取れると良いと思いました。反応はとても良く、興味を持って見ていました。また、高学年の生徒にも見せたいと
思いました。文化財としての講義もしていただけると修学旅行とも関連付けができてよいと思っています。

利用者の目的・ねらい　

借景屛風絵制作を行うので、その事前学習として鑑賞したい

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ1回、ほかメールによるやりとり。スクリプト案の作品順番を逆転（夏秋草図屛風→風神雷神図屛風）に変更し
て実施、アンケートはプログラム中に記入。事前学習実施なし。
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実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！ 改変
日時 2022年10月6日（木）13：00－15：00
参加対象・人数 6名（小学校4年生～中学校3年生：当日に通室した児童・生徒）
実施場所（保管場所） 通常教室・１階（同）

参加者のアンケート内容（回答率6/6）

Q.	参加してよかったですか？
	 （よかった 4名、ふつう 1名、よくわからない 1名）

• 	楽しくできた	
• 	松林図屏風のことがくわしくしれてうれしかった。
•	初めて実物大のびょうぶを見れたから。	
• 	絵が書けてよかったことです。	
• 	最初から最後まで、興味が無いままでしたが、自
分が体験してみて絵というものはとてもバランス
が良い物なのだなと感じました。	
• 	人によって、かんじかたがちがう。	

Q.	松林図屛風を見てわかったこと、面白かったこと
はありましたか？（あった 3名、わからない 3名）

• 	屏風が今のカーテンのようなやくわりをしていた
ことがきょうみぶかかったです。
•	木などの位置、角度、どんな状態なのかが分かる
のがすごいと思いました。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？
	 （あった 1名、なかった 3名、わからない 2名）

・作者はどんなひとだったか

機関名 つばさ蒲田教室 （〒144-0056　東京都大田区西六郷一丁目4番2号）

利用者の意見・感想など（教室担当教諭）

事前に説明いただき、また当日の解説がていねいで子どもにもわかりやすかったと思う。生徒の反応も
良かったと思う。

実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！ 改変
日時 2022年7月13日（水）13：00-14：30
参加対象・人数 5名（小学校4年生～中学校3年生：当日に通室した児童・生徒）
実施場所（保管場所） 多目的室・建物３階・エレベーターなし（同）

参加者のアンケート内容（回答率4/5）

Q.	参加してよかったですか？（はい 4名）

• 	じぶんにとっていいたいけんになった
•	屏風を使っていた時代の生活についてよく知れ
ました。（間仕切りとして使われていた事が意外
でした！)
•	作るのが楽しかった
•	今日までこのようなたいけんをしたことがなかっ
たからです。そして今日感じたことは、スタンプを
おすだけでもいろいろな工夫が思いついたりす
るので考えるってすごいんだなと感じました。

Q.	松林図屛風を見てわかったこと、面白かったこと
はありましたか？（はい 4名）

• 	びょうぶのみかたはひとそれぞれでそのときのて
んきやきぶんなどでみかたがかわる
•	屏風などの芸術作品は見た時間帯や天気、精神
状態を写す鏡のような役割もあるのかもしれな
いと思いました。
•	見る人によって感じ方がちがう所。
•	時間やきせつなど1つの屏風でいろいろなことが
思いつくので面白いと感じました。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？
	 （はい 2名、なかった 1名、わからない 1名）

• 	屏風はどう出来たかなどの起源や、他の昔の芸
術作品について知りたかったです。
•	どのような理由でぶんかざいになったのかを知
りたいと思いました。

機関名 つばさ大森教室 （〒143-0015　東京都大田区大森西一丁目13番2号）

利用者の意見・感想など（教室担当教諭）

本教室では評価という観点がないので良かったと思う。学校の授業では評価をするために定着したい、
育てたい、延ばしたい観点を明確にして授業担当者との打ち合わせが必要となると思う。とても好評で
楽しかったという生徒が多い。少数の生徒にも関わらず、運搬・講師派遣などにおいて、通常の学校と
同様に行っていただけた。

利用者の目的・ねらい

子どもたちの多様な体験と将来の職業を
考えるため

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかFAXによるやりとりを実施。アンケートも利用者と相談の上、書きやすい
様式に変更。基本スクリプト案での実施を基本としたが、当日現場で参加者に合わせた方法に変更。事前・事後
学習なし。

利用者の目的・ねらい

子どもたちの多様な体験と将来の職業を
考えるため

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかFAXによるやりとりを実施。アンケートも利用者と相談の上、初回に
実施したつばさ大森教室と同じ様式に変更。基本スクリプト案での実施を基本としたが、当日現場で参加者に
合わせた方法に変更。事前・事後学習なし。

実施報告 改変対応機関
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実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図/夏秋草図屛風 改変
日時 2022年12月8日（木）11：00－11：50
参加対象・人数 9名（小学校4年生～中学校3年生：当日に通室した児童・生徒）
実施場所（保管場所） 通常教室・2階・エレベーターあり（同）

参加者のアンケート内容（回答率8/9）

Q.	参加してよかったですか？
	（よかった 5名、ふつう 1名、よくわからない 2名）

• 	レプリカでもはく力がすごかったです。風神と雷
神がとくにすごかったです。
•	見る時間が多くじっくり屏風を見れたので良かった。
•	最しょの方にいなかったから。
•	考え方がいっぱいあっておもしろかった。
•	あまり分からなかったです。
•	近くで風神雷神をみれてよかった。きれいな屏風
だった。
•	ふだんみれないのを見れて勉強にもなったし、色
がそのままときいて、ほんものを見たかんかくで
した！

Q.	屛風を見てわかったこと、面白かったことはあり
ましたか？（あった 5名、わからない 3名）

• 	風神が無セキツイ動物、雷神がセキツイ動物の
様にも見えました。食べ物あらそいしているよう
にも見えました。
•	表と裏でデザインがリンクされてるのを知って面
白いなと思った。右側にあった絵が雨が降ってる
のを知りおどろいた。
•	おもてとうらでつながりがあるのがおもしろかった。
•	色がとてもきれいだった。風神雷神はよくみてみる
とちがうところがたくさんあっておもしろかった。
•	みんなの色々な意見をきいて、それに見えたりし
たのがふしぎでおもしろかったです！

Q.	もっと知りたいことはありましたか？
	 （あった 2名、なかった 3名、わからない 3名）

• 	ふくせいをどうやったのか知りたいです。
•	どんないろをつかってかいたか知りたいとおもった。
•	雪しゅうの水ぼくがも見たいです。
•	はくせい
•	色々な美しい絵を見たいと思いました。

機関名 つばさ羽田教室 （〒144-0056　東京都大田区大田区羽田四丁目11番1号）

利用者の意見・感想など（教室担当教諭）

実物大が見れて、生徒には想像力をさらにかきたてる機会になった。

利用者の目的・ねらい

子どもたちの多様な体験と将来の職業を
考えるため

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかFAXによるやりとりを実施。アンケートも利用者と相談の上、初回に実施
したつばさ大森教室と同じ様式で風神雷神/夏秋草図屛風版に変更。基本スクリプト案での実施を基本としたが、
当日現場で参加者に合わせた方法に変更。事前・事後学習なし。

実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！ 改変
日時 2022年11月16日（水）10：30－12：00
参加対象・人数 11名（小学校4年生～中学校3年生：当日に通室した児童・生徒）
実施場所（保管場所） 卓球室・１階（同）

参加者のアンケート内容（回答率11/11）

Q.	参加してよかったですか？（よかった 9名、ふつう 2名）

• 	やってみたらむずかしかった
•	聞いてて楽しかったし、新しいことを知れてよかっ
たです。
•	スタンプ押すのが楽しかった
•	たのしかった
•	人によってみえかたがかわっておもしろかった。
•	5時間かかる
•	つくって、スタンプとふでペンでつくれてたのしかった。
•	きれいにかけてよかった。
•	他の人の意見が聞けたこと（屏風に対して）、スタン
プなどキットが充実していたこと

•	わかりやすく教えてもらったから。
•	感性がしげきされました。

Q.	松林図屛風を見てわかったこと、面白かったことは
ありましたか？（あった 8名、なかった 2名、わからない 1名）

• 	きせつなどが自由に感じとれた
•	じょうけいがうかんできて、面白かったです。
•	人によって見え方がちがうのが面白かった。
•	木は簡単そうだったけどむずかしい
•	この木はなんのしゅるいかな？ってかんがえて、た
のしかったです。
•	きれいだった。

•	光によって見え方が違うこと
•	いろいろなかき方をしていておもしろかった。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？
	 （あった 3名、なかった 4名、わからない 4名）

• 	どんなかんじでつくったかしりたい！
•	もっとうまくなるにはどうしたらいいのか。うす～
くかくやり方。

機関名 つばさ池上教室 （〒146-0082　東京都大田区池上三丁目27番6号）

利用者の意見・感想など（教室担当教諭）

中学校の美術や社会科の教科に取り入れると、とても深みが増すと同時に、総合的な学習の時間にも「日本の伝統文化を
知ろう」というタイトルで取り入れられると思います。表現が下手な子もいますが、「良かった」「楽しかった」の感想が多か
ったです。参加できなかった中学生が残念がっていました。とても素晴らしい内容で本当にありがたく存じました。他の
作品でもこのような機会があればうれしいです。日本人としての視野を広げ、誇りを育てる（もてる）場の設定でした。

利用者の目的・ねらい　

子どもたちの多様な体験と将来の職業を考
えるため。日本の伝統文化を理解し、それを
継承する心を育てるため。不登校の生徒が
体験学習を通し、自己有用感を高めるため。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかFAXによるやりとりを実施。アンケートも利用者と相談の上、初回に実施したつ
ばさ大森教室と同じ様式に変更。基本スクリプト案での実施を基本としたが、当日現場で参加者に合わせた方法に変更。
事前・事後学習なし。ただし、参加する児童・生徒の発達段階やそれぞれの状況が異なるため、以下に児童・生徒が興味
深く取り組めるか、言葉かけやフォローの方法を検討した。

実施報告 改変対応機関
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実施報告 特別支援学級・学校

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風  改変
日時 2022年9月8日（木）9：45－10：35
参加対象・人数 14名（中学校1年生～3年生　3学年合同）
実施場所（保管場所） 特別支援学級教室・2階・エレベーターなし（同）

利用者の目的・ねらい

日本文化体験（日本美術鑑賞・模写）・修学旅行事前学習（寺社仏閣の拝観の仕方・襖絵・屛風の鑑賞の仕方など）の学習に活用したい。特別支援
級の子供達にとってクラシカルな日本美術はとてもなじみの薄いものだが、アニメ等の影響で時代ものに対する関心が高まり「よくわからない
もの」から「カッコいいかも！」と子供たちの印象が変化しているように感じており、この機会を逃さず日本美術への興味関心へとつなげたい。
本物に近い教材を真近で見ながら鑑賞ポイントなどを示すことで、感性を刺激し、今後校外学習で美術館に行く際や修学旅行先での日本美術
に対する興味関心や自分の美術表現の幅を広げていきたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

当初、2021年4月に実施予定であったが、2度の延期調整を行った。講師往訪による事前打ち合わせと授業見学を経て、FAXのやりとりで
詳細を調整。プログラムは着地点を定めずに、参加した生徒の意見をじっくり聞いてお話する、じっくり見てみる方法で実施。事前学習は実施
せず、鑑賞後に続けて２時間使用して、担任の先生方で制作（裏白のワークシート、シールタイプ、ぬりえ）の授業を実施。
初めて来る外部講師に対して緊張の様子が見られたため、制作の見学は行わなかった。

利用者の意見・感想など（支援級担任）

いつも体験学習をするときは事前に何をするか、何を見るのか等しっかり学習してから行うのですが、今回、はじめて事前学習なしで実施しま
した。鑑賞の体験中は初めての体験にドキドキ緊張していて反応が今一つだったのですが、事後学習がいつもの2倍くらい熱心に取り組んで
いました。心が動く体験ができたようです。また、事後学習の教材が本当にスバラシイです。屛風の前にかじりつきで細部を見ながらシールを
探して貼っていました。よく見てほしいこちらのねらいが達成できました。障害の特性上、興味関心の幅が狭すぎる傾向があるところを少し
広げることができました。事後学習のシールを貼るために屛風をよく見ながら「スズムシがいるかも…」「セミも？」などなど、プログラム中に
間に合わなかった感想がたくさん出てきて、自宅でもお土産の屛風を話題にしていたそうです。表と裏の関係性を理解できた生徒も何人かいて
嬉しそうでした。美術の鑑賞方法に正解はなく、自由な見方をしてもよいことや、細部までよく見てみようと興味関心をむけてみる体験をさせる
ことができました。

機関名 中野区立第二中学校 （〒164-0012　東京都中野区本町2-25-1）

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	はっけん！びょうぶを見てわかったこと、おもしろ
かったことをおしえてください。

• 	こわかった
•	らいじんとたいこがにあっていてかっこよかった。
•	らいじんのかおがこわいと思った。
•	まゆげか黒かったです。さいしょ見ところクラか
った。
•	かみなり神様の太鼓のところがよかったです。雷
神がもっているバチが好き。風神のぬのを持って
いるのが好きです。
•	あつまれどうぶつの森にある！と思いました。風
神と雷神はかっこよくていいなーと思いました。
•	暗明なしの方が好き。イナズマイレブンの円堂守
の必殺技「風神、雷神」に見えた。
•	うでのきんにくがすごいと思った。
•	びょうぶを見てわかったことは「風神」は暗い所
で見て、顔のまゆげが強く感じました。
•	くらくてこわかった。らいじんのまわりポンデリ
ング見たい。
•	風神がすてきです。きょうはほんとたのしかった
です。
•	ススキがすごいまがってるなと思った。
•	水たまの川だった。
•	葉っぱのところがきれいでした。スズムシ。
•	きれいだなーと思いました。
•	100年ごとは言えないくらいに絵がマッチしてい
た。雨水が流れているところが三途の川に見えた。
•	花がきれいだった。
•	夏は草と花がまじっててきれいだったし、秋は風
神でした。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？

• 	黒雲の書き方のところが知りたいです。
•	つのが2本、1本なのか知りたい。かたにまいてい
る布はどうやってつけているのか知りたいです。
うでと足につけているリングはどうしてつけてい
るのか知りたいです。
•	なぜ太鼓はういているのか（重力で落ちてくると
思う）
•	ラッピングでんしゃにありそう。ふうじんはとう
かいどうせんにラッピングしてほしい。らいじん
はしんかんせんにラッピングしてほしい。
•	秋のがらがすごかった
•	夏のあさがおがきれいでした。
•	花の種類が知りたいです。水たまりの書き方を知
りたいです。
•	冬や春の草図はあるのか？
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実施報告 特別支援学級・学校

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風  改変
日時 10月12日（水）9：45－10：35、10：45－11：35、11：45－12：35
参加対象・人数 30名（中学校1年生～3年生）
実施場所（保管場所） ランチルーム・3階・エレベーターあり（配膳室）

利用者の目的・ねらい

日本美術の入り口として、またレプリカではあるが本物に触れるがごとくの作品の鑑賞をさせたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメールによる打ち合わせ。事前・事後学習はなし、解説を15分で行い、シールタイプのワークシートを
使用して制作を実施。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

Q.	はっけん！びょうぶを見てわかったこと、おもしろ
かったことをおしえてください。

• 	神様に見えてとてもきれいでした。
•	つよかった。おおきかった。
•	うらおもてによってきせつのちがいがあり、すご
く楽しかったです。
•	この人がかみなりをならしてるんだと思った。
•	ようかいっぽく見えた。
•	雷神はシーサーみたいなかおで風神はりゅうみ
たいなかおをしていた。
•	おにみたいだった。たいこがいんしょうてきだっ
た。かみさまにみえなかった。
•	風神は白い布を持ってた。雷神は周りにたいこが
あった。そして手にはばちも持っていた。光を消す
と全く違く見えた。
•	なんかたかっているみたいだった。こういう絵を
かける事がすごいと思った。
•	きせつがすごくこまかくかいてあったので楽しか
ったです。
•	きせつをあらはしたりしたがどうなているかをひ
ょうけんしていてこまかくかいているのがわかり
ました。
•	夏と秋の草とお花のえがあった。ハッピーのえじ
ゃなかった。くらいイメージだった。
•	夏の図は雨があがった後の植物がカーブしてた。
水たまりもあった。葉っぱも飛んでいってた。

Q.	もっと知りたいことはありましたか？

• 	なぜこのえをかいたのかがしりたい
•	花や草はシンプルな絵だからこそ目につきやす
いなて思いました。花がとてもキレイでした。

•	どうして、風神と雷神っていう名前にしたのかを
知りたいです。
•	なんでじみなのかしりたい。どうやって色をつけ
ているのかな

機関名 世田谷区立砧中学校 （〒157-0066　東京都世田谷区成城1-10-1）
※19頁の通常級と同日（初日）に実施

ぶんかつアウトリーチプログラムは特別支援級、特別支援学校（養護学校）、
病院における院内学級および芸術鑑賞会などの院内イベントでも実施すること
を想定しています。利用目的と参加者に合わせて内容を組み立て、作品選定・
実施時間や場所などについて担当者と相談の上で実施します。今までの実績
は、本報告書に記載した通り、ツールを3種類用意した「風神雷神図/夏秋草
図屛風」を使用したプログラムです。鑑賞の授業は言葉で表わし、共有するこ
とが求められていますが、言葉にすることが難しい場合や得意でない場合で
あっても、複製品を見て何も感じていないわけではないため、自身が感じたこと
のアウトプットの手法をいくつか用意しました。利用者には、参加者の普段の
様子から難易度に合わせて選んでもらっており、ツールは複数選択可として
います。

ツール①	 屛風の裏側に自由に描きこめるミニ屛風
風神雷神図屛風（表）の裏面を白地にしています。表から
想像した裏側の絵を描く／表と同じように絵を描いてみる
（模写してみる）／自分が思う風神雷神を描くなど。

ツール②	 夏秋草図シールセット
夏秋草図屛風（裏）の作者・酒井抱一になったつもりで、
風神雷神図ワークシートの裏側（銀地）に夏や秋の草花の
再剥離可能なシールを配置。

ツール③	 ぬりえ
風神雷神図（表）・夏秋草図（裏）をいずれもぬりえにした
ワークシート。12色色鉛筆を使用。

特別支援学級・特別支援学校用のツールについて
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実施報告 特別支援学級・学校

実施プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風  改変
日時 2023年2月24日（金）10：00－12：00
参加対象・人数 17名（中学校1年生～3年生）
実施場所（保管場所） 体育館・校舎3階・エレベーターあり（空き教室・校舎1階）

利用者の目的・ねらい

特別支援学校学習指導要領に基づいて「社会」の学習しており、小学校段階で小学校４年生～６年生の内容を取り扱っているが、まだ、知的障害
のある子どもたちへの社会科の指導方法や内容について試行しながら、検討している段階。地理系の内容は、地域に様々な施設があり充実し
ているものの、歴史系は子ども達にとって現実感が薄く教材の工夫が必要な状況であり、現代の世界とはかけ離れているため、生徒の理解に
も時間がかかる現状がある。また、生徒の実態や発達年齢上、座学での学習だけではなかなか知識や技能に結び付かず、体験学習を入れていき
ながら授業を展開することが非常に有効と考えている。
3年生は、9月末に京都・奈良への修学旅行を予定していて、それに向けて学習を進めることも踏まえ、1・2年生は日本の歴史や芸術に触れる
機会としてとても良いプログラムのため実施したい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

講師往訪による事前打ち合わせ１回、ほかメール・FAXによる調整。事前・事後学習はなし、参加者の様子を見つつ、鑑賞を15～20分で行う。
シールタイプ・裏白タイプ・ぬりえの3種類ワークシートを使用して制作を実施。どのワークシートを使用するかは、事前に先生方でグループ
分けを行う。アンケートについては、罫線入り・表面に作品の写真を入れて気になったところに○付けができる様式・文字は教員がサポートし
ながら書き添える。時間の指示は白時計で長い針の位置を示すなどで準備の上、実施した。

利用者の意見・感想など（支援級担任）

生徒たちにとってもわかりやすく、取り組みやすい内容でした。シールなどの対応もよく、またやりたいとの声が多かったです。活動の流れが
分かりやすく、落ち着いて参加することができたので良かったです。

参加者の感想紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

（風神雷神図屛風）
• 	ふうじんらいじんのえはこわかったけどたのしか
ったです
•	風神雷神の絵がすごかった。風神雷神と夏秋草
のふくせんがすごすぎ（まじ天才だ）。時間によっ
て屏風の見かたがちがう。※思った事　風神って
風雨の神様といっしょかな。
•	らいじんをかきました。うでとあしをがんばりま
した。たのしかったです。またかきたいです。
•	らいじんがすきです。あお、みどり、むらさき、あか、
くろ、みどり、きいろ、ぴんく
•	私は、風神の色ぬりをしました。よくみて頑張り
ました。またやりたいです。
•	ぬり絵が上手にぬれて楽しかったです。
•	とてもべんきょうになりました。
•	ぬりえがおもしろかった。
•	今日は、ぬりえはできて楽しかったです。
•	えをみてかくのがむずかしかったけど、できてよ
かったです。
•	今日は、風神雷神図屛風をかきました。雷様と風
をかきました。たのしかったです。
•	かぜを見ました。かみなりをおて本を見ました。
えをかきました。うれしかったです。
•	らいじんさんがかっこいいです

（夏秋草図屛風）
• 	なつあきくさはおはながきれいでした
•	すてきな絵だなと思いました。右が夏で左が秋が
わかった事。あの風神雷神とつながっている！？
※思った事　左がちょっとさみしい気がする。
•	夏と秋が綺麗だと思いました。
•	いろんなきせつがあったりしました。夏は右にい
ったり秋は左になってますね。とてもべんきょう
になりました。
•	シールがたのしかった
•	しーるがたのしかったです
•	シールがたのしかったです
•	あきのえがすきです。

•	秋のえがすきです。はっぱはすてきです。
•	シールをはってたのしかったです。またシールの
やつはやりたいです。
•	今日は、夏秋草図屏風をかきました。夏と秋のえ
をかきました。たのしかったです。はながすきです。
夏がすきです。りゆうは、くさがあってよかったです。
•	はっぱとハートとくもをかきました。シールをはり
ませんでした。えをかきました。たのしかったです。
•	なつのえがすきです。しーるはりはあきのはっぱ
がじょうずにできました。

機関名 筑波大学附属大塚特別支援学校 （〒112-0003　東京都文京区春日1-5-5）
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利用者の意見・感想など（指導主事）

いずれの作品でも対話型鑑賞を体験でき、教員のファシリテーターとしての技術向上につながる学びがあったり、教員研修のねらいを達成で
きた。また、スタンプで松林図屛風を制作する活動も大変楽しく、鑑賞の資質・能力を育成するひとつの方法として参考になった。学校の生徒
に実態に合わせて活用できそうだと感じている先生方が多かった。文化財を鑑賞できる貴重な体験ができ、また鑑賞教育を実践するための
教師側の学びも多いため、またぜひ活用したいと思います。

実施報告 教員研修、その他

日時 2022年8月18日（木）～19日（金）13：00－16：30
参加対象・人数 25名（研修参加教員）+5名（秀明大学学生・教員）+9名（青森県立美術館教育普及担当・鑑賞サポーター）
実施場所（保管場所） 産業教育研修室：3階・玄関ホール：1階・エレベーターあり（同）

利用者の目的・ねらい

図画工作科、美術科での鑑賞指導について、苦手意識をもっている教員が多いことから、ぶんかつアウトリーチプログラムを活用し、授業実践
や授業改善につなげることを目指したい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

メールによるやりとり、打ち合わせを実施。研修では、初めに玄関ホールにて「焔」を鑑賞、どのような問いかけをすればよいのか、鑑賞を行なう
場所をどのように設定するのかについて、教員のみなさんに参加者として体験してもらいました。その後、産業教育研修室にて「ぶんかつアウ
トリーチプログラム」の目的と概要を説明した後に、松林図屛風のプログラムを実施。所属する機関でどのように鑑賞の授業を行うか、どのよう
にアレンジすればよいか、鑑賞して感じたことのアウトプットの方法論をどうするか、作品選定の方法についてなど意見交換を行ないました。
なお、事前に参加者へアンケート調査を実施してくださり、本プログラム実施の前に学習指導要領の内容を押さえた研修を教育センターで実施、
プログラムにつなげるためのグループワークや対話を円滑に進めるための人間関係作りを行ってくださっていました。

参加者のアンケート内容紹介（一部抜粋　※すべて原文のママ）

• 	講師の先生がファシリテーターとなった演習に
取り組むことができたので、授業や声がけのイメ
ージをもつことができました。また、屏風を作成
する演習では、図工が苦手な自分でもとても楽し
むことができたので、授業を組み立てる上で参考
になりました。
•	貴重な機会をありがとうございました。自分が感
じたことを相手に話すことで、どのように感じた
か学ぶことができることを体験し、また、指導者
として、復唱しながら相手に問うファシリテーシ
ョンの方法についても学ぶことができて充実し
た時間になりました。

•	鑑賞する際に、自分の好きな絵など、何をきっか
けとしても構わないということが分かり、鑑賞指
導に対する抵抗があまりなくなりました。みんな
の意見を聞いて、それを楽しんでもいいというこ
とが分かりました。
•	言葉で気持ちを表現するのが難しい子どもたち
にも有効な活動をたくさん知ることができたの
で、実践に生かしたいと思います。
•	実際に今回体験したプログラムを利用してみた
いとも思いましたし、二学期からの授業にも活か
せそうな内容でした。 授業者としての生徒への
声がけなどの幅も広がりました。貴重な体験がで

きたと思います。
•	作品そのもの以外にも、作品の目的（調度品なの
か、美術品なのか）や、当時の明かり（自然光やろ
うそくなど）に着目することなど、作品への様々な
視点でのアプローチを知ることができ、言葉を慎
重に選び、次につなげることの大切さを感じまし
た。特に「正解がないものを教えることを怖がら
ない」「一緒に見て楽しむ」という言葉が、鑑賞の
授業を苦手とする自分には印象に残り、大変有
意義な演習となりました。

機関名 青森県総合学校教育センター （〒030-0123　青森県青森市大字大矢沢野田80-2）
実施プログラム ①自分だけの松林図屛風をつくってみよう！

②見て、感じて、楽しむ松林図屛風
上村松園筆「焔」を使用した鑑賞の授業デモンストレーション

日時 2023年3月2日（木）10：50-11：40
参加対象・人数 21名（1年生特別授業）
実施場所（保管場所） 美術館・校舎1階（同）

その他

記録撮影：当該学校での実施記録をYouTubeの文化財活用センターチャンネルで公開済み

機関名 三重県立四日市高等学校 （〒510-8510　三重県四日市市富田4-1-43）
実施プログラム ②見て、感じて、楽しむ松林図屛風

〈その他：撮影のために実施〉
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複製品とキットのみの貸出実績

プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
機関名 平安女学院中学高等学校 （〒602-8013　京都府京都市上京区烏丸通下立売西入ル172-2）

貸出期間 2022年7月11日（月）から7月15日（金）※輸送期間を除く

輸送方法 日本通運関東美術品支店　美術品専用車両による輸送、玄関にて引き渡し
開梱・梱包は利用者による対応

参加対象・人数 202名（中学校1～3年生）

利用者の目的・ねらい 美術授業の中での鑑賞教育の一環として実施したい

実施までの流れ・内容・事前事後学習等 当センターから、事前に資料一式を送付。実施内容は不明。

利用者の意見・感想など また違う作品で実施できればと思います。

準備に要した時間 回答なし

プログラム ④絵で読む平家物語
機関名 芝中学校・高等学校 （〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-37）

貸出期間 2022年12月15日（木）から12月27日（火）※輸送期間を除く

輸送方法 日本通運関東美術品支店　美術品専用車両による輸送、玄関にて引き渡し
開梱・梱包は利用者による対応

参加対象・人数 39名（中学校1年生～高校3年生：特別授業希望者）

利用者の目的・ねらい 冬期講習における教科横断型講座にて教材として使用
するため、文化財鑑賞

実施までの流れ・内容・事前事後学習等

当センターから、事前に資料一式を送付。本文と表現の
対比を十分に体験させるための授業構成。対比してみて
わかったこと、わからなかったことをまとめさせる際の道
筋の設定に注意して実施した。

利用者の意見・感想など 普段よりも積極的にワークに取り組んでいた。食い入る
ように屛風を鑑賞していた。

準備に要した時間 1週間ほど

プログラム ③見て、感じて、楽しむ風神雷神図／夏秋草図屛風
機関名 目黒区立大鳥中学校 （〒153-0064　東京都目黒区下目黒3丁目23－18）

貸出期間 2023年3月7日（火）から3月14日（火）※輸送期間含む

輸送方法 日本通運関東美術品支店　美術品専用車両による輸送、玄関にて引き渡し
開梱・梱包は利用者による対応

参加対象・人数 570名（1年生～3年生）

利用者の目的・ねらい

美術科で美術品を鑑賞し、作者の意図や後世への影響を学び、また文化財の価値や保護する重要
性、本物を鑑賞する意義について学ぶ単元で活用をしたい。新型コロナウイルス感染症予防のため、
生徒たちが外出する機会が非常に少なく、タブレットや資料では見たことがあっても、五感で感じる
経験が圧倒的に不足しており、このようなプログラムが非常に貴重になっています。中学校での美術
が最後の機会になる生徒も少なくなく、必ず取り入れたい単元で、美術文化とその歴史に触れ、一人
でも多くの生徒が生涯にわたって美術文化を愛好するこころを育みたい。

実施までの流れ・内容・事前事後学習等 当センターから、事前に資料一式を送付。実施内容はスクリプト案通りに実施とのこと。

利用者の意見・感想など 非常に楽しそうに参加しており、自分たちで博物館や美術館に足を運びたいと話していました。主要
部分の作品パネルがあると嬉しいです。

準備に要した時間 回答なし
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学校向け複製品のお貸出について

アウトリーチプログラムの講師になるまで
ぶんかつアウトリーチプログラムでは、トーハクやぶんかつの研究員・専門職員が講師を担当しています。私もそのうちの一人で、今年度から
講師としてみなさんの前に立つことになりました。
はじめてアウトリーチに同行して実際の授業を目の当たりにしたとき、私自身がとても楽しく屏風を鑑賞できたことに驚きました。私自身、
作品を前にするとついついキャプションなどを読んでしまうことが多く、どうしても「鑑賞する」というよりも「勉強する」という意識が強くあった
からです。作品の美術史的価値とは別に、なぜその作品がよいと思うのか、そのとき感じたことを大切にすればよいと初めて気づいたからです。
一方で、自分が授業を担当することができるか大いに不安になりました。というのも、これまでは自分自身の研究や関連して学んだ知識、経験

にもとづいて相手（観覧者や学生など）に向かって発表する・話をすることが多く、アウトリーチプログラムで実践しているような対話型授業の
経験が少なかったからです。
そのため、実際の授業がどのように進んでいるのか何度も見学し、スクリプトを読み込み、先輩職員の前で予行練習をしました。You tubeで
公開している動画も繰り返し閲覧しました。ところが、準備万端と授業に臨んだものの、いざ本番になると参加者たちの反応はさまざま。予想外
の質問や受け答えに戸惑いました。なかには、問いかけしても全く反応がないことも。思った通りの進め方や意見を引き出すができないことに
動揺し、せっかく覚えた原稿が頭からとんでしまうこともありました。
そこでもう一度、授業の進め方をよく観察してみました。問いかけに対する答えをリフレインし、その場のみんなで共有すること。問いかけに

対する答えを否定せず、受け止めること。基本のスクリプトを大切にしながらも、受講者の反応や雰囲気でアレンジしながら授業を進めていくこと。
当たり前のことなのですが、プログラムを実施するためのスクリプトや授業動画は、あくまで参考例。スクリプトを覚えることも必要でしたが、
その構成・問いかけが何を引き出すためのものなのか、自分自身の言葉として発する重要さ。そしてなにより、自分がはじめて授業を見学したとき
に感じた楽しさを参加者と共有することが、アウトリーチプログラムのおもしろさであることを、あらためて認識するきっかけとなりました。
鑑賞することの楽しさ、面白さを忘れないよう、講師としてアウトリーチプログラムに臨んでいきたいと思います。

（文化財活用センター企画担当研究員　飯田茂雄）

ぶんかつアウトリーチプログラムでは、文化財活用センターが行っている
複製品のお貸出しとは別に、東京国立博物館所蔵の考古作品の原寸大樹脂
製レプリカの学校向け貸し出しも行っています。複製品とともに10分程度の
授業案と、基本的な作品情報を宅配便でお届けします。触っていただくこと
も可能です（室内での使用に限ります）。

※	申し込み方法、期限、流れは【B】（講師派遣なし）と同じ
流れです。2ページをご確認ください。

※	往路は元払いで発送します。復路は同封する着払い
伝票をご利用ください。

※	ご利用後は、発送時に使用されていた資材で梱包し、
利用期間内にご返送ください。

※	授業案と作品情報はWEBサイトでも公開しています。

①重要文化財「遮光器土偶」
樹脂製レプリカ

大きさ、重量ともに原品に
合わせてあります。

内側の指の跡（製作の跡）を触ることができます。
右利きの人が作ったことがわかる複製品です。

大きさ・色を原品に
合わせてあります。

大きさ、重量ともに原品に
合わせてあります。

④国宝「埴輪  挂甲の武人」
樹脂製レプリカ

②重要文化財「遮光器土偶（前後分割）」
樹脂製レプリカ

③重要文化財「みみずく土偶」
樹脂製レプリカ

2022年度はお申し込みをお受けしたほぼ全ての機関でプログラムを実施することができました。特別支援学級・特別支援学校でも、コロナウイ
ルス感染症による各種制限が緩和され実施できたことは大きな一歩になったと考えています。作品を見ること、感じること、見たり感じたりしたこと
を受けて楽しみながら何かを表現することが誰にでもできる、ということを改めて感じた1年となりました。2019年度には院内学級からのお申し
込みをお受けしたものの、制限が通常の機関よりはるかに厳しく今日まで実施できずにいますが、プログラムの開発と実施調整はできていますので、
病院のボランティア活動が再開された後、ボランティアの皆さんと一緒に実施できるよう準備を進めています。本プログラムの目的はごあいさつ
に記した通りですが、すべてのひとが制限をうけることがなく・躊躇することもなく参加できる、という考えをもとにプログラムの在り方と方向性を
考え開発を行なってきた1年となりました。
一方で、昨年度課題として挙げた「先生方のみでできる形に変えてゆく」ことについても注力しました。プログラム③絵で読む平家物語（原本：

イギリス・大英博物館所蔵）のスクリプト案を除くすべての情報をWEBサイトに開示し、足立区立西保木間小学校、世田谷区立玉川中学校、三重
県立四日市高等学校のご協力を得て、プログラムの記録撮影並びに解説を入れた番外編動画の制作と公開も行いました。実施件数が増えたこと
により講師を担当できる研究員・専門職の育成も進んでいますが、やはり講師派遣には限りがあります。義務教育課程の学習指導要領において
鑑賞の授業が必須である現代だからこそ、先生方にも楽しんで鑑賞の授業を実施していただきたい、そういった思いをもとに参考となりそうな
すべての情報を今後も公開してゆきますので、活用いただければ幸いです。
2022年度にプログラムを受けた参加者の皆様、お申し込みくださったご担当の皆様にとって、この体験が「文化財に親しみ、自らに問いかけ、
考える力を養い、自分たちの地域や身の回りにある、人の手から手へ受け継がれてきた文化財を守り受け継いでいく力を育む」ことの第一歩に
なることを願っています。	 （文化財活用センター　企画担当主任研究員　小島有紀子）

おわりに



※★の複製品を使用したプログラムでは、文化財未来継承プロジェクト（主催：京都文化協会/キヤノン株式会社）で制作された高精細複製品を使用しました。
※本プログラムはキヤノン株式会社と国立文化財機構による「文化財の高精細複製品の制作と活用に関する共同研究プロジェクト」の一環として実施しています。
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